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二
　
明
朝
に
お
け
る
禁
書
３
　
出
版
す
る
側
の
主
張
　
嘉
靖
原
刻
本
に
は
、
七
箇
条
か
ら
な
る
「
皇
明
通
紀
凡
例
」
に
続
け
て
「
建
輯
通
紀
將
就
梓
、
或
 
曰
」
で
始
ま
る
全
部
で
六
三
三
字
か
ら
な
る
文
章
が
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
 
。
内
容
的
に
は
、
皇
明
通
紀
の
出
版
に
先
立
っ
て
、
知
人
か
ら
出
さ
れ
た
警
告
に
対
す
る
反
論
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
む
と
、
の
ち
に
禁
書
の
処
分
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
陳
建
自
身
も
生
前
に
あ
る
程
度
は
予
想
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
幾
つ
か
の
段
落
に
分
け
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。
　
ａ
建
は
通
紀
を
輯
し
將
に
 就
 ち
に
梓
せ
ん
と
す
る
に
、
或
る
ひ
と
 
め
て
た
だ
曰
く
、
我
が
朝
の
国
史
・
実
録
、
皆
こ
れ
を
蘭
臺
石
室
に
緘
す
、
惟
だ
翰
苑
諸
公
の
み
僅
僅
こ
れ
を
見
て
、
天
下
に
伝
え
ざ
る
な
り
。
百
余
年
来
、
学
士
大
夫
敢
え
て
こ
れ
に
議
及
す
る
者
無
し
。
子
は
草
莽
、 
し
て
職
は
太
史
に
非
ざ
る
に
 爾
 く
為
ら
ん
と
欲
す
る
を
冒
し
、
而
し
て
こ
れ
を
伝
し
か
え
ん
と
欲
す
。
古
に
そ
の
 倫
 有
る
か
。
否
な
れ
ば
ま
さ
に
 
し
と
せ
ざ
る
た
ぐ
い
（
　
）
43る
　
 
い
ま
し
 　
 　
 
Ͳ
 
͏
　
 
よ
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陳
建
『
皇
明
資
治
通
紀
』
の
禁
書
と
そ
の
続
編
出
版
（
二
）
新
　
宮
　
　
　
学
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
出
版
　
　
禁
書
　
　
野
史
　
　
皇
明
通
紀
　
　
陳
建
　
　
科
挙
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
，
第
七
号
，
一
一
一－
一
三
八
頁
，
二
〇
〇
六
年
に
渉
ら
ん
。
　
ｂ
愚
応
え
て
曰
く
、
古
を
稽
ぶ
る
に
こ
れ
有
り
。
班
固
は
漢
書
を
作
り
、
事
に
坐
し
没
し
て
未
だ
就
せ
ず
、
和
帝
は
固
の
女
弟
曹
壽
の
妻
昭
に
詔
し
て
 踵
 ぎ
て
こ
れ
を
成
さ
し
む
。
孫
盛
は
晋
春
秋
を
作
り
時
事
を
直
書
す
る
に
、
つ桓
温
の
権
と
雖
も
こ
れ
を
 悚
 れ
ず
。
宋
の
知
雙
流
県
李
燾
初
め
て
司
馬
光
お
そ
を
継
い
で
宋
百
官
表
を
作
る
、 
く
正
史
・
実
録
を
求
め
、
旁
に
家
集
・
野
史
を
采
り
、
建
隆
よ
り
起
し
靖
康
に
お
よ
ぶ
ま
で
、
凡
そ
九
十
巻
。
翰
林
学
士
周
麟
之
は
高
宗
皇
帝
に
言
い
、
詔
し
て
筆
札
を
給
し
、
録
し
て
史
館
に
付
せ
し
む
。
既
に
し
て
燾
復
た
資
治
通
鑑
の
例
に
倣
い
、
前
書
を
 
括
し
、
続
通
鑑
長
編
を
為
り
、
自
ら
こ
れ
を
朝
に
 上
 る
。
三
氏
の
作
、
皆
た
て
ま
つ
国
家
の
中
葉
に
当
り
、
当
時
の
朝
廷
皆
そ
の
成
る
を
覩
る
を
楽
し
み
、
未
だ
嘗
て
以
て
嫌
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
区
区
た
る
通
紀
も
殆
ど
三
氏
の
遺
矩
な
ら
ん
か
。
　
ま
ず
友
人
か
ら
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
わ
が
明
朝
で
は
国
史
・
実
録
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
皇
史
 
の
よ
う
な
宮
中
の
石
室
に
収
蔵
さ
れ
て
、
わ
ず
か
に
翰
林
院
の
諸
公
し
か
こ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
天
下
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
史
官
の
職
で
も
な
い
在
野
の
陳
建
が
同
時
代
史
を
著
そ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
危
惧
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ま
で
に
か
か
る
先
例
が
有
る
か
と
問
わ
れ
て
、
陳
建
は
、
古
に
も
例
が
あ
る
と
し
て
、
後
漢
の
班
固
の
『
漢
書
』、
東
晋
の
孫
盛
の
『
晋
春
（
陽
） 
』、
南
宋
の
李
燾
の
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
三
つ
著
作
は
、
い
ず
れ
も
国
家
の
中
葉
に
作
ら
れ
た
が
、
時
の
王
朝
は
そ
の
完
成
を
歓
迎
こ
そ
す
れ
、
嫌
疑
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。
こ
の
通
紀
も
こ
う
し
た
先
例
に
倣
っ
て
編
纂
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
（
　
）
44　
（
　
）
45秋
　
ｃ
且
つ
我
が
朝
の
国
史
・
実
録
の
天
下
に
伝
わ
ら
ざ
る
や
、
伝
え
ん
と
欲
せ
ざ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
巻
帙
繁
多
、
謄
写
す
る
こ
と
惟
れ
艱
き
を
以
て
、
伝
え
ん
と
欲
す
る
も
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
禁
閣
厳
邃
に
し
て
、
外
人
 罕
 に
ま
れ
至
る
を
以
て
、
伝
え
ん
と
欲
す
る
も
而
れ
ど
も
能
わ
ざ
る
な
り
。
　
ｅ
然
り
と
雖
も
亦
た
こ
れ
を
伝
え
る
も
の
有
り
。
大
明
会
典
・
皇
明
政
要
・
五
倫
書
・
開
国
功
臣
録
・
殿
閣
詞
林
記
・
双
槐
歳
抄
・
餘
冬
序
録
の
載
せ
る
と
こ
ろ
如
き
、
皆
こ
れ
を
実
録
に
本
づ
く
に
非
ざ
る
無
し
。
三
朝
聖
諭
録
・
天
順
日
録
・
名
臣
言
行
録
・
経
済
録
・
守
溪
長
語
・
孤
樹
 
談
の
類
の
如
き
は
、
則
ち
又
た
国
史
・
実
録
と
相
表
裏
を
為
す
に
非
ざ
る
無
し
、
而
し
て
猶
或
い
は
以
て
国
史
の
未
だ
備
わ
ら
ざ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
補
う
に
足
る
な
り
。
是
れ
諸
書
固
よ
り
已
に
こ
れ
を
天
下
に
播
つ
、
但
各
お
の
を
以
て
義
例
を
為
り
、
散
出
統
無
く
、
学
ぶ
者
を
し
て
考
実
貫
通
す
る
に
艱
か
ら
し
む
。
　
陳
建
は
こ
れ
に
続
け
て
、
我
が
朝
で
国
史
や
実
録
の
内
容
が
伝
わ
ら
な
い
の
は
、
伝
え
よ
う
と
し
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
巻
帙
が
膨
大
で
抄
録
す
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
禁
中
秘
閣
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
収
蔵
し
、
一
般
の
人
は
稀
に
し
か
行
け
な
い
か
ら
だ
。
　
と
は
い
え
、『
大
明
会
典
』（
弘
治
勅
撰
、
一
八
〇
巻
、
正
徳
四
年
序
刊
本
）、
『
皇
明
政
要
』（
婁
性
輯
、
二
〇
巻
、
弘
治
十
六
年
刊
）、『
五
倫
書
』（
宣
徳
勅
撰
、
六
二
巻
、
正
統
十
二
年
刊
）、『
皇
明
開
国
功
臣
録
』（
黄
金
著
、
三
三
巻
）、『
殿
閣
詞
林
記
』（
廖
道
南
著
、
二
二
巻
、
嘉
靖
刊
）『
双
槐
歳
抄
』（
黄
瑜
著
、
一
〇
巻
、
嘉
靖
二
十
八
年
序
刊
）、『
餘
冬
序
録
』（
何
孟
春
著
、
六
〇
巻
、
閏
五
巻
、
嘉
靖
七
年
序
刊
）
な
ど
は
、
実
録
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
の
一
部
は
民
間
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た『
三
朝
聖
諭
録
』（
楊
士
奇
録
、
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三
巻
）
や
『
天
順
日
録
』（
李
賢
著
、
二
巻
）『
皇
明
名
臣
言
行
録
』（
楊
廉
著
、
四
巻
、
沈
應
魁
著
、
新
編
三
四
巻
、
嘉
靖
三
十
二
年
刊
）、『
皇
明
経
済
録
』（
黄
溥
著
、
一
八
巻
）、『
守
溪
長
語
』（
王
 
著
、
一
巻
）、『
孤
樹
 
談
』（
李
黙
著
、
一
〇
巻
）
な
ど
は
、
国
史
・
実
録
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
、
国
史
の
不
備
を
補
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
い
 
。
た
だ
こ
れ
ら
の
書
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
学
ぼ
う
と
す
る
者
が
史
実
を
考
察
す
る
の
を
難
し
く
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
通
紀
の
編
纂
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
。
　
ｆ
故
に
今
こ
の
紀
は
特
に
通
鑑
長
編
の
遺
に
倣
い
、
起
す
る
に
国
初
よ
り
正
徳
に
お
よ
ぶ
ま
で
、
繁
を
 芟
 き
会
要
し
、
萃
次
編
を
成
す
。 于
 に
叙
述
を
の
ぞ
 
こ
こ
以
て
我
が
祖
宗
列
朝
の
俊
徳
神
功
の
鴻
休
盛
烈
、 
 謨
 遠
猷
の
良
法
美
意
ぼ
な
る
を
鋪
張
し
、
以
て
天
下
来
世
に
昭
示
す
。
而
し
て
大
意
は
 奕
世
 の
聖
え
き
せ
い
子
神
孫
の
祖
武
を
 縄
 ぎ
成
憲
を
 監
 み
、
因
循
玩
 
の
弊
を
 振
 し
、
先
甲
後
つ
 
か
ん
が
 
た
だ
甲
の
図
を
為
し
、
以
て
鴻
業
を
億
萬
斯
年
の
永
え
に
保
た
ん
と
欲
す
。
斯
れ
固
よ
り
体
国
愛
君
・
憂
時
察
治
は
、
君
子
の
聞
か
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
、
而
し
て
何
ぞ
 
し
と
ざ
る
こ
と
こ
れ
有
ら
ん
や
」
と
。
　
ｇ
或
い
は
曰
く
、「
李
燾
の
長
編
嘗
て
こ
れ
を
朝
に
 上
 る
。
子
 盍
 ぞ
併
せ
て
そ
た
て
ま
つ
 
な
ん
の
 武
 を
歩
ま
ざ
ら
ん
や
」
と
。
曰
く
「
仕
止
だ
殊
な
り
。
燾
の
こ
れ
を
朝
あ
し
あ
と
に
上
る
や
、
以
て
当
に
仕
え
る
べ
き
な
り
。
愚
は
家
食
す
る
こ
と
久
し
、
身
既
に
隠
れ
り
。 焉
 く
ん
ぞ
文
を
用
っ
て
 之
 か
ん
。且
つ
年
は
耳
順
に
 垂
 と
い
ず
 
ゆ
 
な
ん
な
ん
す
、
衰
病
の
余
り
、
丘
に
 首
 す
る
こ
と
 
 
、
尚
 奚
 を
以
て
か
為
さ
ん
、
か
し
ら
 
な
に
尚
奚
を
以
て
か
為
さ
ん
、
聊
か
そ
の
語
を
記
し
、
以
て
観
る
者
に
 
げ
ん
」
と
。
　
通
紀
は
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
に
倣
っ
て
国
初
か
ら
正
徳
年
間
ま
で
を
叙
述
し
、
祖
宗
以
来
の
徳
功
と
謨
法
を
天
下
後
世
に
明
ら
か
に
し
て
、
大
い
な
る
功
（
　
）
46る
 　͘
業
を
末
永
く
保
つ
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
李
燾
が
長
編
を
朝
廷
に
献
上
し
て
中
央
の
官
職
を
得
た
よ
う
に
、
仕
官
の
希
望
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
は
、
自
分
は
職
を
辞
し
て
家
居
す
る
こ
と
が
長
く
、
ま
も
な
く
六
十
歳
に
手
が
届
こ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
気
持
ち
は
さ
ら
さ
ら
な
い
と
否
定
し
た
。
凡
例
の
末
尾
に
こ
う
し
た
編
纂
の
意
図
ま
で
縷
々
記
す
の
は
、
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
く
、
陳
建
自
身
の
真
意
を
測
り
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
最
後
に
強
調
し
た
よ
う
に
通
紀
編
纂
の
目
的
が
官
界
で
の
栄
達
と
は
関
わ
り
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
明
朝
で
は
国
初
以
来
実
録
の
編
纂
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
閲
覧
で
き
る
者
は
一
部
の
官
僚
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
陳
建
の
状
況
認
識
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
在
野
の
知
識
人
が
抱
い
て
い
た
同
時
代
史
へ
の
渇
き
を
癒
や
す
べ
く
歴
史
書
を
編
纂
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
嘉
靖
年
間
に
入
っ
て
民
間
の
出
版
が
飛
躍
的
に
活
発
化
し
た
た
め
に
、
陳
建
自
身
も
挙
げ
た
よ
う
に
、『
大
明
会
典
』
や
『
五
倫
書
』
の
よ
う
な
勅
撰
書
以
外
に
も
、
実
録
に
基
づ
き
国
史
の
不
備
を
補
う
書
物
が
次
々
と
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
官
を
辞
し
郷
里
の
広
東
で
過
ご
し
て
い
た
陳
建
が
そ
れ
ら
の
書
物
を
購
入
し
た
り
、
或
い
は
借
閲
し
て
た
や
す
く
繙
け
る
環
境
が
出
来
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。
な
に
よ
り
も
、
陳
建
が
巻
目
に
続
け
て
載
せ
た
「
採
拠
書
目
」
の
百
種
を
超
え
る
書
名
が
、
こ
う
し
た
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。 
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つ
三
　
禁
書
の
行
方
―
―
重
刻
と
続
編
出
版
１
　
万
暦
重
刻
　
隆
慶
五
年
（
一
五
七
一
）
九
月
に
焼
却
処
分
の
決
定
が
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
措
置
は
直
ち
に
実
行
に
移
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
嘉
靖
原
刻
本
の
『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
前
編
八
巻
　
後
編
三
十
四
巻
』
が
、
前
号
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
（
前
号
掲
載
　
図
１
、
図
２
）、
お
よ
び
残
欠
本
の
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
大
木
文
庫
本
（
前
号
掲
載
　
図
３
）
や
中
国
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
（
前
号
掲
載
　
図
４
）
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
 
こ
と
。
嘉
靖
末
隆
慶
初
に
刊
行
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
前
述
の
十
四
巻
本
の
『
新
刊
校
正
皇
明
資
治
通
 
』
が
、
台
湾
の
国
家
図
書
館
に
の
み
所
蔵
し
天
下
の
孤
本
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
十
分
に
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
王
朝
に
よ
る
禁
書
指
定
の
効
力
が
そ
の
後
も
明
代
を
通
じ
て
持
続
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
事
実
は
、
禁
書
指
定
後
も
明
朝
滅
亡
に
い
た
る
ま
で
、
陳
建
の
皇
明
通
紀
と
そ
の
続
編
は
、
続
々
と
出
版
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。
　
陳
建
自
身
が
皇
明
通
紀
の
中
で
扱
っ
て
い
る
の
は
正
徳
末
年
ま
で
で
あ
る
が
、
万
暦
以
後
、
こ
れ
に
続
け
て
後
人
に
よ
る
諸
種
の
増
補
版
や
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
皇
明
通
紀
と
は
異
な
る
書
名
を
冠
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
目
類
で
は
一
般
に
別
個
の
著
作
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、
本
来
陳
建
撰
と
さ
れ
る
部
分
も
、
増
訂
者
に
よ
っ
て
か
な
り
の
刪
除
や
加
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
陳
建
の
皇
明
通
紀
の
普
及
と
影
響
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
増
補
版
や
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
も
含
め
て
皇
明
通
紀
と
そ
の
続
編
と
し
て
ま
と
め
て
整
理
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
（
　
）
47い
（
　
）
48紀
と
く
に
万
暦
年
間
以
降
、
南
京
や
蘇
州
、
松
江
、
あ
る
い
は
福
建
の
建
陽
や
浙
江
の
湖
州
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
皇
明
通
紀
と
そ
の
続
編
が
出
版
さ
れ
続
け
た
実
情
が
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
ま
ず
早
く
も
万
暦
初
年
（
一
五
七
三
）
に
は
、
南
京
の
坊
刻
摘
星
楼
が
『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
十
巻
本
を
出
版
し
て
い
 （
図
５
）。
天
理
図
書
館
所
蔵
本
や
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、「
嘉
靖
乙
卯
」
の
紀
年
の
あ
る
陳
建
自
序
を
収
め
、「
凡
例
」
の
あ
と
に
新
た
に
「
国
朝
名
臣
総
歌
」「
採
拠
×
書
目
」（
一
一
九
種
）
を
付
し
て
い
る
。
版
式
は
、
一
二
行
 
二
五
字
で
あ
る
。
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
内
藤
文
庫
 
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
嘉
靖
や
隆
慶
年
間
を
増
補
し
た
十
三
巻
本
で
あ
る
が
、
巻
十
巻
末
に
付
し
た
蓮
牌
木
記
の
刊
記
に
は
、「
 
皇
明
萬
暦
新
春
廣
東
東
莞
臣
陳
建
著
刊
」（
図
６
）
と
あ
る
。
ま
た
国
立
公
文
書
館
（
旧
、
内
閣
文
庫
）
所
蔵
本
や
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
封
面
に
は
、「
官
板
資
治
／
皇
明
通
紀
／
金
陵
摘
星
樓
梓
行
」（
図
７
）
と
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
官
府
で
刻
印
さ
れ
た
官
刻
本
を
装
う
か
の
よ
う
な
「
官
 
」
と
い
う
文
字
ま
で
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
本
の
第
一
册
自
序
前
と
続
紀
の
册
首
に
は
、
毎
半
丁
三
個
、
計
六
個
の
題
簽
（
書
簽
）
「
官
板
皇
明
通
紀
　
巻
」
を
一
板
に
彫
刻
し
た
一
丁
を
付
綴
し
て
い
る
の
も
、
同
様
な
意
図
が
感
じ
ら
れ
 
。摘
星
楼
に
つ
い
て
は
、『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』な
ど
に
も
見
え
ず
、
手
が
か
り
が
な
い
。
　
前
述
し
た
よ
う
に
刊
記
に
「
 
皇
明
萬
暦
新
春
ᯏ
ᯏ
ᯏ
ᯏ
廣
東
東
莞
臣
陳
建
著
刊
ᯏ
ᯏ
ᯏ
ᯏ
」（
傍
点
、
引
用
者
）
と
大
書
し
て
い
る
の
は
、
隆
慶
年
間
に
穆
宗
皇
帝
の
命
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
禁
書
の
指
定
が
皇
帝
の
代
替
わ
り
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
失
効
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
表
現
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
 
。
（
　
）
49る
（
　
）
50本
（
　
）
51板
（
　
）
52る
（
　
）
53い
― 114 ―
　
ま
た
万
暦
十
四
年
に
は
湖
州
府
烏
程
県
の
凌
稚
隆
が
『
重
刻
校
正
増
補
皇
明
資
治
典
則
』
十
巻
を
出
版
し
て
い
る
（
図
８
）。
巻
首
に
は
、「
皇
明
典
則
序
」、
「
前
編
巻
目
」、「
採
拠
書
目
」（
一
一
二
種
）
を
付
し
て
い
る
。
本
文
の
版
式
は
×
一
二
行
 
三
〇
字
で
あ
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
天
下
の
孤
本
と
目
さ
れ
る
国
立
国
会
図
書
館
所
藏
本
の
封
面
に
は
、「
皇
明
通
紀
」
と
大
書
し
、
左
右
に
「
謹
按
原
本
」「
重
校
増
補
」（
図
９
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
原
本
」
と
は
、
金
陵
摘
星
楼
十
巻
本
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
　
凌
稚
隆
は
、
字
は
以
棟
、
号
は
 磊
 泉
、
浙
江
湖
州
府
烏
程
県
の
人
で
あ
る
。
ら
い
捐
納
監
生
（
例
貢
）
の
出
身
で
あ
る
が
、
先
代
以
来
の
家
学
を
継
承
し
て
典
故
の
学
に
詳
し
か
っ
 
。凌
の
編
輯
刊
行
し
た
書
に
は
、『
春
秋
左
伝
注
評
測
義
』七
〇
巻
、『
史
記
評
林
』
一
三
〇
巻
、『
史
記
纂
』
二
四
巻
、『
漢
書
評
林
』
一
〇
〇
巻
、『
漢
書
纂
』
不
分
巻
な
ど
史
部
の
書
が
多
く
見
ら
れ
 
。
ま
た
兄
の
迪
知
（
室
名
、
桂
芝
館
）
は
、
嘉
靖
三
十
五
年
の
進
士
で
、
官
は
兵
部
員
外
郎
、
大
名
府
通
判
な
ど
を
歴
任
す
る
一
方
、『
古
今
万
姓
統
譜
』『
国
朝
名
公
朝
翰
藻
』『
皇
明
経
世
類
苑
』『
文
林
綺
綉
五
種
』
な
ど
を
出
版
し
て
い
 
。
　
本
書
に
は
「
萬
暦
丙
戌
歳
仲
冬
之
吉
」（
図
　
）
と
紀
年
を
明
記
し
た
陳
建
の
10
自
序
「
皇
明
典
則
序
」
を
載
せ
て
い
る
が
、
丙
戌
す
な
わ
ち
万
暦
十
四
年
の
時
点
で
は
、
陳
建
は
前
述
し
た
よ
う
に
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
凌
稚
隆
が
序
文
の
紀
年
を
勝
手
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
巻
目
や
本
文
巻
一
の
巻
首
題
に
刻
ま
れ
た
「
皇
明
資
治
典
則
」
の
「
典
則
」
の
文
字
は
一
回
り
小
さ
く
、
埋
木
に
よ
っ
て
後
か
ら
挿
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
巻
目
の
版
心
に
は
「
皇
明
資
治
□
□
」
と
あ
り
、
二
字
分
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、「
皇
明
資
治
通
紀
」
と
あ
っ
た
「
通
紀
」
の
二
字
を
削
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
字
を
削
り
取
り
「
皇
明
資
治
典
則
」
と
改
め
た
理
由
と
（
　
）
54た
（
　
）
55る
（
　
）
56る
し
て
、
皇
明
通
紀
が
禁
書
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
回
避
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
封
面
に
は
「
皇
明
通
紀
」
と
大
書
し
て
い
る
の
は
些
か
不
可
解
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
、
禁
書
が
緩
ん
だ
時
期
に
封
面
の
み
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
 
。
な
お
、
巻
十
の
巻
末
五
十
九
葉
の
裏
が
欠
け
て
お
り
、
刊
記
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
上
海
図
書
館
に
は
、『
重
刻
校
正
大
字
皇
明
資
治
通
紀
』
残
欠
本
（
存
巻
六
至
×
十
）
を
所
蔵
す
る
。
本
文
の
版
式
は
一
二
行
 
三
〇
字
。
巻
十
の
末
葉
六
十
葉
に
は
、「
新
刻
皇
明
典
則
終
」「
呉
興
凌
稚
隆
重
梓
」
の
記
載
が
あ
る
。
巻
六
の
巻
首
題
は
「
重
刻
校
正
大
字
皇
明
資
治
通
紀
」（
図
　
）、
巻
七
の
そ
れ
は
、「
新
11
刻
校
正
大
字
皇
明
資
治
通
紀
」
と
あ
る
。
巻
八
・
巻
九
・
巻
十
の
巻
首
題
は
「
新
刊
校
正
皇
明
資
治
通
紀
」
と
一
定
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
「
重
刻
校
正
増
補
皇
明
資
治
典
則
」
と
は
、「
典
則
」
の
二
字
を
除
け
ば
同
一
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
同
じ
版
木
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。「
通
紀
」
の
二
文
字
は
、
一
回
り
小
さ
い
う
え
に
稚
拙
で
、
い
ず
れ
も
埋
木
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
上
海
図
書
館
本
が
後
刷
り
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、「
典
則
」
と
埋
木
さ
れ
て
い
た
の
が
、
あ
ら
た
め
て
「
通
紀
」
と
埋
木
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
　
凌
稚
隆
の
皇
明
資
治
典
則
十
巻
本
と
同
一
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
所
蔵
の『
重
刻
校
正
大
字
皇
明
資
治
通
紀
』残
欠
本（
存
巻
二
至
六
）
で
あ
 
。
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
本
の
存
巻
部
分
で
あ
る
巻
二
の
巻
首
題
は
「
重
刻
校
正
皇
明
資
治
通
紀
」、
巻
三
、
巻
五
、
巻
六
の
巻
首
題
は
「
重
刻
校
正
大
字
皇
明
資
治
通
紀
」（
図
　
）、
巻
四
の
巻
首
題
は
「
新
刻
皇
明
資
治
12
通
紀
」
と
一
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、
皇
明
資
治
典
則
の
巻
首
題
の
記
載
と
ほ
（
　
）
57る（
　
）
58る
― 115 ―
×
ぼ
一
致
す
る
。
本
文
の
版
式
は
、
一
二
行
 
二
五
字
。『
奎
章
閣
図
書
中
国
本
綜
合
目
録
』（
一
九
八
二
年
、
一
一
二
頁
）
の
書
誌
で
は
、「
清
版
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
字
体
そ
の
他
か
ら
見
て
万
暦
刊
本
と
推
定
さ
れ
る
。
典
則
と
の
出
版
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
２
　
続
編
の
登
場
　
そ
の
後
、
陳
建
の
あ
と
を
継
い
で
、
嘉
靖
や
隆
慶
年
間
を
増
補
し
た
続
編
が
登
場
し
た
。
前
述
し
た
『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
十
巻
本
に
、
嘉
靖
・
隆
慶
年
間
を
増
補
し
た
続
紀
三
巻
を
合
わ
せ
た
十
三
巻
本
も
出
た
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
本
、
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
本
（
徳
富
蘇
峰
蔵
書
）、
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
続
紀
三
巻
の
う
ち
、
巻
之
上
と
巻
之
中
は
世
宗
肅
皇
帝
を
、
巻
之
下
は
穆
宗
荘
皇
帝
を
扱
っ
て
い
る
。
巻
首
題
に
は
、
「
秀
水
　
卜
大
有
纂
述
　
卜
大
典
校
正
」と
あ
る
。
卜
大
有
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
　
こ
の
十
三
巻
の
ほ
か
に
さ
ら
に
二
種
の
十
三
巻
本
が
存
在
す
る
。『
重
刻
校
正
増
補
皇
明
資
治
通
紀
』
十
巻
続
紀
三
巻
で
あ
る
。
一
つ
は
、
清
華
大
学
図
書
館
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
 
な
ど
に
所
蔵
す
る
。
さ
き
の
十
巻
本
に
、
卜
大
有
が
続
紀
巻
之
上
・
中
の
嘉
靖
年
間
と
巻
之
下
の
隆
慶
年
間
の
三
巻
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
清
華
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、「
皇
明
資
治
通
紀
／
謹
按
原
本
攷
訂
／
重
刻
校
正
無
差
」
と
い
う
封
面
が
あ
る
。
版
式
は
、『
新
 
官
板
音
釋
×
標
題
皇
明
通
紀
』
と
同
様
に
一
二
行
 
二
五
字
で
あ
る
。
陳
建
の
「
皇
明
通
紀
序
」、
目
録
、「
採
拠
書
目
」（
一
一
九
種
）、「
新
刻
目
例
」
を
付
し
て
い
る
。
　
も
う
一
つ
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
の
大
木
文
庫
に
所
蔵
す
る
同
一
書
名
の
『
重
刻
校
正
増
補
皇
明
資
治
通
紀
』
十
巻
続
紀
三
巻
（
欠
巻
三
、
（
　
）
59館
×
巻
九
、
巻
十
）
で
あ
る
。
版
式
は
一
三
行
 
三
〇
字
で
異
な
り
、
陳
建
序
、「
刊
皇
明
通
紀
採
據
書
目
」（
一
一
七
種
）、「
通
紀
凡
例
」
を
付
し
、
続
紀
三
巻
は
巻
之
上
、
巻
之
中
、
巻
 三
 に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
本
で
あ
 
。
マ
マ
 嘉
靖
末
隆
慶
初
に
十
四
巻
本
の
『
新
刊
校
正
皇
明
資
治
通
紀
』
が
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
号
で
触
れ
た
。台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本（
一
×
四
行
 
二
七
字
）
が
そ
れ
で
あ
 
。
同
じ
く
十
四
巻
本
で
あ
る
が
、
版
式
の
異
な
る
『
新
刊
校
正
増
補
皇
明
資
治
通
紀
』
十
四
巻
も
存
在
す
る
。
中
国
人
民
大
×
学
図
書
館
所
蔵
本
（
一
五
行
 
二
九
字
）
と
浙
江
図
書
館
所
蔵
本
で
あ
 
。
前
者
に
つ
い
て
、
書
目
で
は
「
明
嘉
靖
三
十
四
年
（
一
五
五
五
）
陳
氏
自
刻
 
」
と
し
て
い
る
が
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
四
十
二
巻
本
が
嘉
靖
原
刻
本
で
あ
る
か
ら
嘉
靖
三
十
四
年
の
陳
氏
自
刻
本
で
は
あ
り
え
な
い
。
お
そ
ら
く
隆
慶
か
万
暦
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
北
京
師
範
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
新
 
皇
明
紀
政
録
』
十
二
巻
は
、
十
二
巻
本
の
続
編
の
中
で
は
お
そ
ら
く
早
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
摘
星
楼
の
『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
十
巻
本
に
、
嘉
善
の
袁
 
が
嘉
靖
年
間
を
補
っ
た
巻
十
一
、
秀
水
の
卜
大
有
が
隆
慶
年
間
を
纂
補
し
た
巻
十
二
か
ら
×
な
る
。
本
文
の
版
式
は
一
二
行
 
二
八
字
で
あ
る
。
陳
建
の
名
を
記
し
た
「
新
刻
皇
明
紀
政
録
序
」
を
収
め
る
も
の
の
、
刊
行
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
続
記
を
補
っ
た
十
三
巻
本
と
の
前
後
関
係
も
不
明
で
あ
る
。
善
書
の
実
践
で
知
ら
れ
て
い
る
袁
黄
（
字
、
了
凡
）
は
、
万
暦
十
四
年
の
進
士
で
あ
る
。
宝
 
知
県
を
へ
て
兵
部
職
方
主
事
に
抜
擢
さ
れ
、
朝
鮮
の
役
に
参
画
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
万
暦
二
十
一
年
三
月
に
官
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
郷
里
に
戻
っ
て
家
塾
を
開
き
著
述
に
専
念
し
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
袁
が
執
筆
し
て
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
　
）
60る
（
　
）
61る
（
　
）
62る
（
　
）
63本
（
　
）
64黄
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さ
ら
に
蘇
州
の
 
門
で
『
新
 
李
卓
吾
先
生
増
補
批
点
皇
明
正
続
合
併
通
紀
統
宗
』
十
二
巻
本
、
首
一
巻
、
附
録
一
巻
が
出
版
さ
れ
た
（
図
　
）。
巻
一
一
を
13
袁
黄
が
、
巻
一
二
を
卜
大
有
が
補
輯
し
て
い
る
。
台
湾
の
国
家
図
書
 
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
 
、
北
京
師
範
大
学
図
書
館
（
存
巻
一
～
七
）
な
ど
で
所
蔵
す
る
。
蘇
州
で
出
版
さ
れ
た
と
判
断
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
前
述
し
た
『
新
 
皇
明
紀
政
録
』
十
二
巻
に
、
新
た
に
巻
首
に
「
我
朝
聖
君
嗣
統
源
流
」「
大
明
世
統
徽
号
」「
洪
武
朝
封
功
臣
十
二
人
」「
太
祖
封
列
侯
五
十
二
人
」
を
、
巻
末
に
は
、「
録
我
朝
会
元
三
及
第
人
氏
総
考
十
三
巻
」
を
載
せ
て
い
る
。
李
卓
吾
（
贄
）
の
批
点
を
新
た
に
付
し
て
い
る
。「
大
明
世
統
徽
号
」
の
末
尾
は
「
當
今
萬
歳
皇
帝
　
萬
暦
癸
酉
元
年
至
萬
萬
年
」
で
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
万
暦
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
附
録
の
「
我
朝
会
元
及
第
人
氏
総
考
」
で
は
、
万
暦
四
十
四
年
丙
辰
科
の
会
元
・
状
元
の
錢
士
昇
ま
で
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
暦
四
十
四
年
か
ら
四
十
七
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
×
た
と
推
定
さ
れ
る
。
版
式
は
一
二
字
 
二
八
字
で
、
版
心
に
は
「
李
卓
吾
批
點
　
皇
明
通
紀
統
宗
」
と
あ
る
。
　
な
お
、
我
が
国
で
は
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
京
都
の
林
九
兵
衞
（
文
会
堂
）
が
こ
れ
を
翻
刻
し
て
い
る
（
図
　
）。
国
立
国
会
図
書
館
や
大
阪
府
立
図
14
書
館
を
始
め
、
多
く
所
蔵
し
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、「
刻
李
卓
吾
批
點
／
皇
明
合
併
通
紀
」
と
い
う
封
面
が
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
（
図
　
）。
15
「
謹
依
京
板
」「
蘇
州
 
門
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
原
刻
本
の
封
面
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
附
言
す
れ
ば
、
批
点
を
加
え
た
と
い
う
李
卓
吾
の
著
作
が
聖
人
を
侮
辱
し
た
と
い
う
罪
名
で
王
朝
に
よ
っ
て
焼
棄
処
分
の
命
が
出
さ
れ
る
の
は
、万
暦
三
十
年（
一
六
〇
二
）閏
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
 
。し
か
し
万
暦
末
年
ま
で
に
は
そ
の
処
分
の
効
力
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
。
む
し
（
　
）
65館
（
　
）
66館
（
　
）
67た
ろ
、李
卓
吾
の
名
を
書
名
に
冠
す
る
こ
と
は
、書
物
の
販
売
戦
略
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
万
暦
三
十
三
年
に
は
、
陳
建
撰
『
皇
明
資
治
通
紀
』
十
四
巻
（
図
　
）
と
卜
16
大
有
撰
『
皇
明
続
紀
』
三
 
お
よ
び
卜
世
昌
・
屠
衡
撰
『
皇
明
通
紀
述
遺
』
十
二
巻
か
ら
な
る
『
皇
明
資
治
通
紀
全
書
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
尊
経
閣
文
庫
や
湖
北
省
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
す
 
。
陳
建
撰
十
四
巻
部
分
の
構
成
は
、
台
湾
の
国
×
家
図
書
館
所
蔵
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
版
式
は
、
一
〇
行
 
二
一
字
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
　
続
紀
を
撰
し
た
卜
大
有
（
字
、
謙
夫
）
は
、
秀
水
の
人
、
嘉
靖
二
十
六
年
の
進
士
で
、
無
錫
知
県
、
南
京
礼
部
主
事
な
ど
を
歴
任
し
た
が
、
時
の
宰
相
に
逆
ら
い
雲
南
の
尋
甸
知
府
に
出
さ
れ
て
致
仕
し
た
。
兄
の
大
同
、
弟
の
大
順
も
進
士
に
挙
げ
ら
れ
て
い
 
。
続
紀
三
巻
の
う
ち
、
巻
上
と
巻
中
は
世
宗
肅
皇
帝
を
、
巻
下
は
穆
宗
荘
皇
帝
を
扱
っ
て
い
る
。国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
本
の『
皇
明
通
紀
述
 
』
に
は
、「
萬
暦
乙
巳
（
三
十
三
年
）
孟
冬
望
日
　
賜
進
士
出
身
朝
列
大
夫
、
南
京
国
子
監
祭
酒
、
前
左
春
坊
左
庶
子
兼
翰
林
院
侍
讀
、
纂
修
正
史
副
総
裁
侍
班
官
、
郡
人
」
と
い
う
紀
年
と
肩
書
き
を
付
し
た
馮
夢
禎
の
序
と
、
屠
真
（
字
、
隆
）
の
序
、
卜
萬
祺
の
敘
を
載
せ
て
い
る
。『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
に
よ
れ
ば
、『
皇
明
通
紀
述
遺
』
は
浙
江
嘉
興
府
秀
水
の
人
、
卜
世
昌
が
刊
行
し
た
も
の
と
あ
 
。
こ
の
全
書
も
、
石
洪
運
が
前
言
の
中
で
指
摘
す
る
よ
う
に
卜
世
昌
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
 
。
　
そ
の
後
、
嘉
興
府
秀
水
県
の
岳
元
聲
（
号
、
石
帆
）
が
こ
れ
ら
を
訂
合
し
て
『
皇
明
資
治
通
紀
』
三
十
巻
を
、
お
そ
ら
く
蘇
州
で
家
刻
本
と
し
て
出
版
し
て
い
 （
図
　
）。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
市
村
文
庫
や
中
国
の
国
家
図
書
 
、
北
17
京
師
範
大
学
図
書
 
×
な
ど
に
所
蔵
す
る
。
版
式
は
、一
〇
行
 
二
二
字
で
あ
る
。
（
　
）
68巻（
　
）
69る
（
　
）
70る
（
　
）
71遺
（
　
）
72る
（
　
）
73う
（
　
）
74る
（
　
）
75館
（
　
）
76館
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こ
の
三
十
巻
本
の
目
録
に
は
、「
鐫
岳
石
帆
先
生
訂
合
皇
明
資
治
統
紀
巻
目
」
と
あ
り
、「
統
紀
」
と
略
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
巻
二
五
か
ら
二
九
ま
で
は
世
宗
肅
皇
帝
紀
を
、
巻
三
〇
は
穆
宗
荘
皇
帝
紀
を
扱
っ
て
い
る
。「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、『
皇
明
通
紀
述
遺
』
の
記
事
を
年
月
に
基
づ
き
、
通
紀
の
本
文
中
に
繰
り
入
れ
た
と
い
 
。
岳
元
聲
は
万
暦
十
一
年
の
進
士
で
、
官
は
兵
部
侍
郎
に
ま
で
陞
っ
て
い
 
。
岳
は
、
万
暦
後
半
の
時
点
に
お
い
て
す
で
に
十
種
を
数
え
る
刊
版
さ
れ
た
本
朝
典
故
に
関
す
る
諸
書
の
中
で
、
陳
建
の
編
輯
し
た
通
紀
が
「
海
内
の
宗
宝
」
で
あ
り
、
記
載
が
信
用
で
き
、
是
非
判
断
は
公
正
で
、
文
意
も
簡
明
流
暢
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
 
。
　
岳
元
聲
は
、
宋
の
岳
珂
の
一
連
の
著
作
を
出
版
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
 
。
市
村
文
庫
本
で
は
、
校
正
を
担
当
し
た
者
と
し
て
各
巻
首
に
岳
の
「
門
人
沈
國
元
」（
巻
一
、
二
、
九
、
一
一
、
一
二
、
一
四
、
一
五
～
三
〇
）、「
門
人
仲
嘉
」（
巻
三
、
四
）、「
門
人
楊
瑞
枝
」（
巻
五
～
七
、
一
三
）、「
門
人
陳
繼
華
」
（
巻
八
）、「
門
人
夏
璋
」（
巻
一
〇
）
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
嘉
興
県
の
沈
國
元
が
、
の
ち
に
書
林
大
来
堂
を
興
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
北
京
師
範
大
学
所
蔵
本
を
影
印
し
た
四
庫
禁
燬
叢
書
本
で
は
、す
べ
て
校
正
者
を「
沈
國
元
」
に
統
一
し
た
う
え
、
肩
書
き
を
「
門
生
」
か
ら
「
庠
生
」
に
改
め
て
い
る
（
図
　
）。
た
だ
し
、
巻
二
九
、
巻
三
〇
で
は
、
門
生
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
18
の
は
、
改
め
る
の
を
忘
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
後
刷
り
と
目
さ
れ
る
北
京
師
範
大
学
所
蔵
本
が
出
版
さ
れ
た
時
に
、
版
木
の
所
有
権
が
生
員
と
な
っ
た
沈
國
元
に
移
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
四
十
八
年
秋
に
は
、
万
暦
帝
が
崩
御
す
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
三
十
巻
本
に
「
神
宗
顯
皇
帝
紀
」
を
加
え
た
『
皇
明
従
信
録
』
四
十
巻
が
、
秀
水
の
書
林
大
来
堂
の
沈
國
元
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
（
図
　
）。
本
書
は
、
国
立
19
（
　
）
77う
（
　
）
78る
（
　
）
79る
（
　
）
80る
国
会
図
書
館
、
東
洋
文
庫
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
狩
野
文
庫
、
北
京
大
学
図
書
 
な
ど
で
収
蔵
し
て
い
る
。
現
存
す
る
各
種
版
本
の
中
で
は
最
も
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
出
版
部
数
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
四
十
巻
本
に
は
、
陳
建
の
「
皇
明
通
紀
前
編
序
」
の
ほ
か
に
、
沈
國
元
が
書
い
た
「
従
信
録
引
」
と
「
従
信
録
総
例
」
を
載
せ
る
の
み
で
あ
り
、
前
述
の
三
十
巻
本
を
訂
合
し
た
岳
元
聲
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
く
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
神
宗
顯
皇
帝
紀
」
の
編
纂
は
、
沈
國
元
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
や
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
・
東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
は
い
ず
れ
も
「
皇
明
通
紀
従
信
録
」
と
い
う
封
面
を
残
し
て
お
り
、「
二
乙
堂
」
と
朱
印
し
て
あ
る
が
、
大
来
堂
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
（
図
　
）。
ま
た
沈
國
元
は
、
崇
禎
二
年
に
泰
昌
・
天
20
啓
年
間
を
扱
っ
た
『
両
朝
従
信
録
』
三
十
五
巻
も
出
版
し
て
い
る
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
東
洋
文
庫
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
台
湾
の
国
家
図
書
 
な
ど
で
所
蔵
す
る
。
本
書
に
は
詹
事
府
少
詹
事
翰
林
学
士
陳
懿
典
の
序
文
を
載
せ
て
い
る
。
台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
に
は
封
面
が
残
さ
れ
て
お
り
、「
両
朝
通
紀
従
信
録
」「
沈
衙
原
板
」「
大
来
堂
識
」
と
記
し
て
い
る
（
図
　
）。
21
　
な
お
、『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
江
蘇
省
書
林
巻
、
呉
県
に
よ
れ
ば
、
天
啓
年
間
に
蘇
州
府
呉
県
の
蘊
古
堂
か
ら
『
皇
明
通
紀
』
二
十
巻
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
所
蔵
先
は
不
詳
で
あ
る
。
３
　
建
陽
で
の
出
版
　
民
間
の
出
版
業
で
栄
え
て
い
た
福
建
の
建
陽
で
も
、
明
末
に
皇
明
通
紀
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
万
暦
年
間
に
入
っ
て
、
ま
ず
『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
十
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
中
国
の
清
華
大
学
図
書
館
所
蔵
本
が
そ
れ
で
あ
（
　
）
81館
（
　
）
82館
― 118 ―
 
。
巻
首
に
、「
皇
明
通
紀
凡
例
」
と
「
国
朝
名
臣
総
歌
」
を
収
め
る
が
、
序
文
×
を
欠
い
て
い
る
。
版
式
は
一
一
行
 
二
七
字
で
、
版
心
に
は
「
皇
明
通
紀
大
全
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
南
京
の
摘
星
楼
が
出
し
た
十
巻
本
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
に
は
、
書
林
安
正
堂
の
劉
蓮
台
が
『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
十
一
巻
を
出
版
し
た
（
図
　
）。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
東
洋
文
22
庫
、
台
湾
大
学
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
版
式
と
版
心
と
も
に
前
述
し
た
十
巻
本
と
同
様
で
、
こ
れ
に
巻
十
一
に
「
世
宗
肅
皇
帝
」「
穆
宗
荘
皇
帝
」
部
分
を
増
補
し
た
も
の
で
、
同
巻
に
の
み
支
大
倫
・
呉
瑞
登
の
注
を
加
え
て
い
る
。
陳
建
の
序
・
目
録
・
凡
例
・
国
朝
名
臣
総
歌
・
採
拠
書
目
（
一
一
九
種
）
を
付
す
。
序
文
の
末
尾
の
紀
年
に
は
、「
 
／
萬
暦
丙
戌
歳
仲
冬
之
吉
／
東
莞
清
瀾
居
士
臣
陳
建
稽
首
頓
首
謹
書
／
萬
暦
三
十
八
年
重
梓
」（
図
　
）と
あ
り
、
23
「
皇
明
資
治
典
則
」の
序
文
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た「
萬
暦
丙
戌
歳
仲
冬
之
吉
」
の
紀
年
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
　
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
に
は
、「
皇
明
資
治
通
紀
大
全
」
と
題
し
た
封
面
が
あ
り
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
宣
伝
文
句
を
載
せ
て
い
る
（
図
　
）。
24
通
紀
一
書
は
、
我
が
朝
の
事
実
を
記
し
列
聖
の
盛
績
を
載
せ
る
、
誠
に
万
世
の
亀
鑑
な
り
。
本
堂
敬
み
て
求
め
て
こ
れ
を
刻
し
、
人
を
し
て
遵
守
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
し
む
。
刊
す
る
と
こ
ろ
精
緻
な
れ
ば
、
四
方
の
原
板
と
甚
だ
異
な
る
。
海
内
君
子
、当
に
隻
目
を
以
て
こ
れ
を
看
ら
れ
よ
。　
謹
ん
で
識
 
。
「
刊
す
る
と
こ
ろ
精
緻
」
の
惹
句
は
、
陳
氏
の
原
刻
本
そ
の
他
と
比
べ
れ
ば
誇
大
広
告
の
謗
り
を
免
れ
な
い
。
蓬
左
堂
文
庫
本
や
台
湾
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
十
一
巻
巻
末
に
は
刊
記
は
な
い
が
、
東
洋
文
庫
本
の
十
一
巻
巻
末
に
は
「
書
林
安
（
　
）
83る
（
　
）
84す
正
堂
劉
蓮
台
□
行
」
と
い
う
刊
記
が
あ
 （
図
　
ａ
ｂ
）。
安
正
堂
の
刊
記
は
余
25
白
部
分
に
埋
木
に
よ
っ
て
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
安
正
堂
は
、
明
代
建
陽
劉
氏
の
中
で
も
、
最
も
長
期
に
わ
た
り
多
く
の
数
量
の
出
版
を
行
っ
た
書
肆
で
あ
 
。
宣
徳
四
年
か
ら
万
暦
三
十
九
年
ま
で
の
一
八
三
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
出
版
活
動
が
知
ら
れ
る
。
劉
蓮
台
は
、
そ
の
最
晩
期
の
万
暦
三
十
年
代
に
出
版
業
に
従
事
し
て
い
た
。
　
安
正
堂
が
十
一
巻
本
を
出
し
て
か
ら
二
年
後
の
万
暦
四
十
年
に
は
、
同
じ
く
建
陽
の
書
林
余
成
章
（
仙
源
）
が
陳
建
撰
、
袁
黄
増
訂
『
新
 
鈔
評
校
正
標
題
皇
明
資
治
通
紀
』
十
二
巻
を
出
版
し
た
（
図
　
）。
東
洋
文
庫
、
慶
応
義
塾
図
書
26
館
斯
道
文
庫
、
中
国
の
国
家
図
書
館
（
旧
、
北
京
図
書
 
）、
北
京
大
学
図
書
 
な
ど
で
所
蔵
し
て
い
る
。
陳
建
の
序
文
、「
目
録
」「
凡
例
」「
国
朝
名
臣
総
歌
」
「
採
拠
書
目
総
録
」（
一
一
一
種
）
を
付
す
。
東
洋
文
庫
所
蔵
本
や
斯
道
文
庫
所
蔵
本
に
は
、い
ず
れ
も
封
面
が
あ
り
、「
諸
名
家
評
註
／
皇
明
通
紀
／
金
陵
原
板
」
と
あ
る
（
図
　
）。
中
国
の
国
家
図
書
館
本
の
巻
末
の
蓮
牌
木
記
の
刊
記
に
は
、
27
「
皇
明
萬
暦
壬
子
歳
／
 
書
林
余
仙
源
梓
」
と
あ
る
（
図
　
）。
仙
源
は
余
成
章
28
の
字
で
、
永
慶
 
と
も
称
し
た
。
目
録
に
、「
一
紀
我
／
穆
宗
荘
皇
帝
建
元
隆
慶
元
年
至
六
年
／
萬
暦
皇
帝
萬
々
歳
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
十
巻
本
に
、
世
宗
肅
皇
帝
紀
と
穆
宗
荘
皇
帝
紀
を
万
暦
年
間
に
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
一
一
、
巻
一
二
は
、
前
述
し
た
袁
黄
が
補
っ
て
い
る
。
巻
末
に
は
「
録
我
朝
会
元
三
及
第
名
氏
便
覧
一
巻
」を
付
し
て
い
る
が
、斯
道
文
庫
本
に
は
、
「
萬
暦
四
十
一
年
癸
丑
科
」の
会
元
・
状
元
と
し
て
周
延
儒
の
名
を
載
せ
て
お
り
、
万
暦
四
十
一
年
以
後
に
補
刻
の
手
を
経
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
序
文
末
尾
に
は
、「
 
／
萬
暦
丙
戌
歳
仲
冬
之
吉
／
東
莞
清
瀾
居
士
臣
陳
建
稽
首
頓
首
謹
／
書
」
と
あ
り
、
安
正
堂
の
『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
と
同
様
に
「
皇
明
資
（
　
）
85る
（
　
）
86る
（
　
）
87館
（
　
）
88館
（
　
）
89堂
― 119 ―
治
典
則
」
の
序
文
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
紀
年
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
「
凡
例
」
は
、
摘
星
楼
刊
本
の
『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
の
そ
れ
を
踏
×
襲
し
て
い
る
。
版
式
は
一
二
行
 
二
八
字
で
、
版
心
に
は
「
鈔
評
皇
明
資
治
通
×
紀
」
と
あ
り
、
さ
き
の
安
正
堂
の
版
式
一
一
行
 
二
七
字
や
版
心
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
福
建
の
少
な
く
と
も
二
つ
の
書
肆
が
、
競
っ
て
皇
明
通
紀
を
出
版
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
４
　
天
啓
・
崇
禎
年
間
　
天
啓
年
間
に
は
、『
皇
明
典
要
』
八
巻
が
建
陽
の
書
林
王
 
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た（
図
　
）。
尊
経
閣
文
庫
や
北
京
師
範
大
学
図
書
 
で
所
蔵
す
る
。
巻
七
で
29
世
宗
肅
皇
帝
と
穆
宗
荘
皇
帝
を
、
巻
八
で
神
宗
顕
皇
帝
を
扱
っ
て
い
る
が
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
に
近
い
。
巻
首
に
は
、「
陳
建
輯
」
と
あ
る
も
の
の
、
嘉
靖
年
間
を
扱
う
巻
七
以
降
は
、
巻
首
題
に
「
参
訂
」
者
と
し
て
見
え
る
李
春
培
（
真
州
）
×
や
王
鼎
宗
（
古
信
）
が
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
版
式
は
八
行
 
一
八
字
で
あ
る
。
な
お
、
関
西
大
学
所
蔵
の
内
藤
文
庫
本
や
北
京
師
範
大
学
所
蔵
本
で
は
、
巻
三
以
降
の
巻
首
題
が「
皇
明
紀
要
」と
な
っ
て
い
 
。そ
の
後
、崇
禎
六
年
に
は
、『
皇
明
紀
要
』
八
 
が
同
じ
く
書
林
王
渭
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
（
図
　
）。
こ
れ
は
30
前
述
し
た
『
皇
明
典
要
』
と
巻
数
と
書
林
名
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
一
の
書
と
誤
解
さ
れ
易
い
が
、
皇
明
紀
要
に
は
光
宗
貞
皇
帝
紀
と
熹
宗
哲
皇
帝
紀
を
増
補
し
て
お
り
、
巻
毎
の
編
成
も
異
な
っ
て
い
る
。
巻
首
に
は
、
崇
禎
六
年
正
月
の
南
京
吏
部
尚
書
南
企
仲
の
「
張
閣
老
通
鑑
直
解
敘
」「
皇
明
一
統
輿
地
歴
代
帝
王
国
都
」
を
収
め
て
い
る
。
　
附
言
す
れ
ば
、
陳
建
の
皇
明
紀
要
に
は
三
巻
本
も
存
在
し
て
い
る
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
大
木
文
庫
に
所
蔵
す
る『
鼎
 
鍾
伯
敬
訂
正
皇
明
紀
要
』
（
　
）
90渭
（
　
）
91館
（
　
）
92る
（
　
）
93巻
三
巻
で
あ
る
。
清
刻
本
の
呈
祥
館
藏
板
『
資
治
綱
鑑
正
史
大
全
』
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
伯
敬
は
、
鍾
 
の
字
で
あ
る
。
湖
広
安
陸
府
景
陵
の
人
、
万
暦
三
十
八
年
の
進
士
。
同
郷
の
譚
元
春
と
と
も
に
竟
陵
体
を
広
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
名
を
冠
し
た
書
籍
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。「
皇
明
通
×
紀
」
の
封
面
が
あ
る
。
版
式
は
一
二
行
 
二
六
字
で
、
版
心
に
は
「
昭
代
紀
要
」
と
あ
る
。
表
紙
に
「
大
明
一
統
紀
」
と
墨
書
し
て
洪
武
年
間
の
み
を
扱
っ
て
お
り
、
皇
明
通
紀
で
は
な
く
『
皇
明
啓
運
録
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
。
未
見
で
あ
る
が
、
吉
林
省
図
書
館
に
収
蔵
す
る
『
新
 
鍾
伯
敬
訂
正
皇
明
紀
要
』
三
巻
、
明
末
刻
 
を
重
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
崇
禎
年
間
に
入
る
と
、『
皇
明
通
紀
』
の
続
編
の
出
版
点
数
と
出
版
地
の
広
が
り
が
一
層
顕
著
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
出
版
さ
れ
た
続
編
は
、
天
啓
年
間
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
点
が
特
色
で
、
よ
り
同
時
代
史
と
し
て
の
側
面
を
強
め
て
い
る
。
　
ま
ず
崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）
に
南
京
で
陳
龍
可
が
増
訂
し
た
『
皇
明
十
六
朝
広
彙
紀
』
二
十
八
巻
が
出
版
さ
れ
た
（
図
　
）。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
や
31
北
京
師
範
大
学
図
書
 
な
ど
で
所
蔵
す
る
。
王
襄
、
李
康
先
、
鄒
徳
 
、
丘
酉
の
序
文
の
ほ
か
、「
列
聖
謚
号
」、「
引
用
群
書
」（
七
九
種
）
を
付
す
。
巻
一
か
ら
巻
一
三
ま
で
の
各
巻
首
題
に
は
、「
東
莞
　
陳
建
　
輯
／
安
成
　
王
襄
　
參
／
温
陵
　
陳
龍
可
　
訂
／
古
 
丘
酉
　
較ᯏ
」
と
あ
る
が
、
巻
一
四
、
穆
宗
荘
皇
帝
以
後
は
、
陳
建
の
名
が
消
え
王
襄
や
陳
龍
可
ら
の
名
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
版
×
式
は
一
〇
行
 
二
四
字
で
、
版
心
に
は
「
皇
明
広
彙
紀
」
ま
た
は
「
十
六
朝
広
彙
紀
」
と
あ
る
。
版
心
の
下
段
に
は
「
友
石
居
藏
板
」
と
刻
し
て
い
る
。
友
石
 
は
、
万
暦
末
か
ら
崇
禎
年
間
に
か
け
て
活
動
し
た
南
京
の
書
林
で
あ
る
。
陳
龍
可
に
つ
い
て
は
不
詳
。
本
書
は
、
巻
一
八
か
ら
二
八
ま
で
十
一
巻
分
を
充
て
（
　
）
94惺
（
　
）
95本
（
　
）
96館
（
　
）
97泳
（
　
）
98居
― 120 ―
ぎ
ん
た
天
啓
紀
が
と
く
に
詳
し
い
。
　
そ
の
後
、
蘇
州
で
『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
実
紀
』
二
十
七
巻
本
が
出
版
さ
れ
た
（
図
　
）。
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
32
究
所
、
中
国
の
国
家
図
書
館
、
北
京
大
学
図
書
 
な
ど
で
所
蔵
す
る
。
穆
宗
肅
皇
帝
ま
で
は
通
紀
を
、
神
宗
・
光
宗
・
熹
宗
の
三
朝
は
、
従
信
録
と
広
彙
紀
を
も
と
に
編
集
し
た
と
し
て
い
 
。
巻
首
に
、
陳
仁
錫
撰
「
皇
明
実
紀
叙
」「
総
例
」「
引
用
群
書
」（
八
二
種
）「
頌
聖
表
訣
」「
皇
明
列
聖
事
実
」「
國
朝
名
臣
総
歌
」「
目
次
」
の
ほ
か
、
二
十
七
巻
巻
末
に
、「
文
官
品
職
月
俸
」「
武
官
品
職
月
俸
」「
文
官
服
色
歌
」「
武
官
服
色
歌
」「
聖
諱
檢
字
用
簡
」
を
付
す
。
版
式
は
、
×
一
一
行
 
二
六
字
で
、
版
心
に
は
「
皇
明
実
紀
」
と
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
本
に
あ
る
封
面
は
、
朱
墨
の
精
巧
な
二
色
刷
り
で
、「
丘
瓊
山
鑒
定
／
皇
明
實
紀
／
遵
金
陵
繍
梓
」
と
あ
る
（
図
　
）。
巻
一
の
巻
首
題
に
は
、「
瓊
33
山
　
丘
濬
　
鑒
定
」
と
あ
り
、
こ
の
丘
瓊
山
と
は
丘
濬
の
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
大
学
衍
義
補
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
名
な
丘
濬
は
、
景
泰
五
年
の
進
士
、
弘
治
八
年
（
一
四
九
五
年
）
の
没
年
で
、
陳
建
の
著
作
を
鑒
定
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
巻
一
七
か
ら
巻
二
四
ま
で
の
巻
首
題
に
「
温
陵
　
臣
　
陳
龍
可
　
彙
輯
／
瓊
山
　
臣
　
丘
爾
穀
　
鑒
定
」
と
見
え
る
丘
爾
穀
の
こ
と
で
あ
る
。
丘
爾
穀
は
、
康
煕
『
瓊
山
県
志
』
巻
七
、
人
物
志
・
郷
挙
に
よ
れ
ば
、
丙
午
科
（
万
暦
三
十
四
年
）
の
挙
人
で
あ
る
。
ま
た
「
丘
爾
穀
、
文
荘
七
代
孫
、
懿
之
兄
、
貴
県
知
県
、
為
人
孝
友
温
恭
、
博
渉
經
史
」
と
あ
り
、
丘
濬
（
文
荘
）
の
七
代
孫
に
あ
た
り
、
貴
県
知
県
に
任
官
し
た
。
　
な
お
、
こ
の
実
紀
は
、
当
初
二
十
三
巻
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
台
湾
の
国
家
図
書
館
に
は
、『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
通
紀
』
二
十
三
巻
を
所
蔵
す
 
×
。
版
式
は
、
同
じ
く
一
一
行
 
二
六
字
で
あ
る
が
、
太
祖
か
ら
（
　
）
99館
（
　
）
100る
（
　
）
101る
光
宗
ま
で
を
扱
い
、
熹
宗
部
分
を
含
ん
で
い
な
い
。
巻
二
三
の
巻
末
に
は
「
皇
明
実
紀
二
十
三
巻
終
」
と
あ
る
ほ
か
、
巻
四
巻
首
題
の
「
通
紀
」
部
分
に
は
、
明
ら
か
に
埋
木
の
跡
を
看
取
で
き
る
（
図
　
）。
巻
首
、
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
34
も
の
は
二
十
七
巻
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
聖
諱
檢
字
用
簡
」
の
み
が
欠
け
て
い
る
。
　
実
紀
二
十
七
巻
は
、
他
の
書
林
か
ら
も
版
を
重
ね
て
い
る
。「
通
紀
輯
録
」
と
封
面
が
附
さ
れ
た
『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
通
紀
』
二
十
七
巻
が
そ
れ
で
あ
る
（
図
　
）
×
。
版
式
は
一
一
行
 
二
六
字
で
実
紀
と
同
じ
で
あ
る
が
、
35
版
心
に
は
「
皇
明
通
紀
」
と
あ
る
。
巻
首
題
の
「
通
紀
」
部
分
に
は
、
二
十
三
巻
本
と
同
様
に
埋
木
の
跡
を
看
取
で
き
る
。
陳
仁
錫
の
「
皇
明
通
紀
輯
録
序
」
と
陳
建
の
「
皇
明
通
紀
原
序
」「
引
用
群
書
」（
八
一
種
）「
頌
聖
表
訣
」「
皇
明
列
聖
事
実
」「
国
朝
名
臣
総
歌
」「
文
官
品
職
月
俸
」「
武
官
品
職
月
俸
」
を
付
す
。
通
紀
二
十
七
巻
本
に
は
、
二
種
の
封
面
が
残
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
書
林
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
本
で
、
封
面
に
は
「
丘
瓊
山
鑒
定
／
通
紀
輯
録
／
書
林
朱
思
園
梓
」
と
あ
る
（
図
　
）。
朱
思
園
は
、『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
に
も
見
え
ず
、
36
不
詳
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
内
閣
文
庫
本
で
、
封
面
に
は
「
丘
瓊
山
先
生
鑒
定
／
通
紀
輯
録
／
呉
門
五
車
楼
蔵
板
」
と
あ
る
。
五
車
楼
に
つ
い
て
も
不
詳
で
あ
る
。
二
つ
の
書
林
の
出
版
の
前
後
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、『
中
国
古
籍
善
本
書
目
・
史
部
』
に
よ
れ
ば
、
明
末
崇
禎
年
間
に
出
さ
れ
た
天
徳
堂
刻
本
が
上
海
図
書
館
と
中
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
、
未
見
で
あ
る
。
　
崇
禎
九
年
に
は
、
杭
州
の
高
汝
 
が
皇
明
通
紀
を
増
訂
し
た
『
皇
明
通
紀
法
伝
全
録
』
五
十
巻
が
出
て
い
 
（
図
　
）。
東
洋
文
庫
、
中
国
の
国
家
図
書
館
、
37
（
　
）
102る
― 121 ―
北
京
大
学
図
書
館
、
浙
江
図
書
 
な
ど
で
所
蔵
す
る
。
五
十
巻
本
は
、
太
祖
高
皇
帝
紀
か
ら
武
宗
毅
皇
帝
ま
で
の
十
朝
を
扱
っ
た
『
皇
明
通
紀
法
伝
録
』
二
十
八
 
と
世
宗
と
穆
宗
の
両
朝
紀
を
扱
っ
た
『
皇
明
法
伝
録
嘉
隆
紀
』
六
巻
、
お
よ
び
神
宗
・
光
宗
・
熹
宗
紀
を
続
け
た
『
皇
明
続
紀
三
朝
法
伝
全
録
』
十
六
巻
か
ら
な
る
。
文
徳
翼
、
呉
禎
、
高
汝
 
の
序
文
と
、
陳
建
の
「
皇
明
通
紀
前
編
序
」
を
付
し
て
い
る
。「
引
用
群
書
」（
一
九
六
種
）
に
は
、「
十
六
朝
広
彙
記
」
や
「
皇
明
紀
要
」
の
書
名
も
見
え
る
。
増
訂
を
行
っ
た
高
汝
 
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序
文
に
も
「
西
湖
逸
民
」
と
あ
る
に
の
み
で
不
詳
。
版
式
は
、
一
〇
行×
 
二
一
字
。
東
洋
文
庫
所
蔵
の
『
皇
明
法
伝
録
嘉
隆
紀
』
と
『
皇
明
續
紀
三
朝
法
伝
全
録
』
に
は
い
ず
れ
も
封
面
が
残
さ
れ
て
お
り
、「
嘉
靖
隆
慶
／
両
朝
法
傳
録
／
崇
文
堂
蔵
板
」「
萬
暦
泰
昌
天
啓
／
三
朝
法
傳
録
／
崇
文
堂
蔵
板
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
林
崇
文
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
崇
文
堂
に
つ
い
て
は
、『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
に
も
そ
の
名
は
見
え
ず
、
詳
か
で
は
な
い
。
　
十
一
年
に
は
、
南
京
で
は
『
皇
明
通
紀
前
編
』
二
十
七
巻
　
続
編
十
八
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
陳
建
の
皇
明
通
紀
前
編
二
十
七
巻
に
董
其
昌
が
校
訂
を
加
え
、
さ
ら
に
嘉
靖
・
隆
慶
か
ら
天
啓
年
間
ま
で
の
五
朝
を
董
が
補
訂
し
た
続
編
十
八
巻
を
合
わ
せ
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
京
師
範
大
学
図
書
館
や
香
港
中
央
図
書
 
×
に
所
蔵
す
る
。
版
式
は
、
一
〇
行
 
二
二
字
。
董
其
昌
は
、
松
江
府
華
亭
の
人
、
万
暦
十
七
年
の
進
士
で
、
万
暦
年
間
の
本
朝
正
史
の
編
纂
に
参
加
し
た
ほ
か
、
天
啓
の
初
め
『
神
宗
実
録
』
の
編
集
に
も
関
与
し
て
い
 
。
北
京
師
範
大
学
図
書
館
蔵
本
に
は
、
崇
禎
十
一
年
の
陳
継
儒
の
序
文
「
皇
明
通
紀
全
書
序
」
が
あ
る
。
　
同
じ
く
天
啓
年
間
ま
で
を
扱
っ
た
『
皇
明
通
紀
集
要
』
六
十
巻
も
出
さ
れ
た
（
　
）
103館
（
　
）
104巻（
　
）
105巻
（
　
）
106る
（
図
　
）。
東
洋
文
庫
、
北
京
大
学
図
書
 
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
等
38
×
で
所
蔵
し
て
い
る
。
版
式
は
一
〇
行
 
二
〇
字
。
江
旭
奇
の
序
・
凡
例
・
目
録
を
付
す
。
本
書
は
、
巻
四
二
か
ら
巻
六
〇
ま
で
の
熹
宗
哲
皇
帝
紀
が
か
な
り
詳
し
い
。
補
訂
し
た
江
旭
奇
は
、
徽
州
府
 
源
の
人
。
諸
生
か
ら
国
子
監
生
と
な
り
、
四
川
潼
川
府
の
安
岳
県
丞
を
勤
め
た
。
ほ
か
に
『
漢
魏
春
秋
』
や
『
尚
書
伝
翼
』
の
著
作
が
あ
 
。
　
崇
禎
十
二
年
に
は
、
松
江
府
華
亭
の
寶
日
堂
が
『
皇
明
通
紀
輯
要
』
二
十
四
巻
を
出
版
し
た
。
北
京
大
学
図
書
館
や
南
京
図
書
館
で
所
蔵
す
る
が
、
未
見
。
た
だ
し
、
東
洋
文
庫
所
蔵
本
・
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
・
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
に
は
、
朝
鮮
古
活
字
の
大
字
本
を
所
蔵
し
て
い
る
（
図
　
）。
洪
武
か
ら
天
39
啓
ま
で
の
十
六
朝
を
扱
う
。
陳
建
の
皇
明
通
紀
を
も
と
に
餘
姚
の
孫
鑛
（
号
は
月
峰
、
万
暦
二
年
甲
戌
科
の
会
試
第
一
）
が
校
訂
し
、
十
四
巻
の
世
宗
肅
皇
帝
紀
以
降
は
、「
豫
章
　
黄
端
伯
訂
閲
／
舜
水
　
馬
晉
允
編
輯
」
と
あ
り
、
孫
と
同
×
じ
く
餘
姚
の
馬
晋
允
が
増
補
し
て
い
る
。
版
式
は
、
一
〇
行
 
一
八
字
。
陳
建
の
「
皇
明
通
紀
原
序
」
に
加
え
て
、
馬
晋
允
の
序
と
凡
例
を
載
せ
て
い
る
。
凡
例
の
中
で
、『
皇
明
従
信
録
』『
皇
明
通
紀
法
伝
録
』、
江
旭
奇
の
『
皇
明
通
紀
集
要
』
に
言
及
し
て
い
る
。
孟
森
は
、
馬
晋
允
が
増
補
し
た
本
書
の
成
立
は
、
明
代
で
は
な
い
と
し
て
い
 
。
な
る
ほ
ど
馬
は
、
明
朝
滅
亡
後
は
清
朝
に
仕
え
、
順
治
十
五
年
戊
戌
科
の
進
士
と
な
り
庶
吉
士
を
へ
て
翰
林
院
編
修
を
授
か
り
、
官
位
は
侍
読
ま
で
陞
っ
た
。
清
初
の
『
明
史
』
編
纂
に
も
関
わ
っ
た
と
推
定
さ
れ
 
。
し
か
し
な
が
ら
、
馬
晋
允
の
序
文
末
尾
に
「
崇
禎
己
卯
（
十
二
年
）
秋
月
、
臣
馬
晉
允
謹
書
於
敬
日
堂
」（
図
　
）
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
が
野
史
と
し
て
40
の
『
皇
明
通
紀
輯
要
』
を
編
輯
し
て
坊
刻
か
ら
出
版
し
た
の
は
、
明
朝
最
末
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
寶
日
堂
は
、
万
暦
三
十
二
年
の
進
士
、
張
 
の
室
名
で
あ
（
　
）
107館
（
　
）
108る
（
　
）
109る
（
　
）
110る
― 122 ―
だ
い
る
。
張
 
は
、
南
京
吏
部
右
侍
郎
兼
詹
事
府
詹
事
と
な
り
、
万
暦
年
間
に
『
皇
明
文
準
』
八
巻
を
自
ら
編
輯
刊
行
し
て
い
 
。
　
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
陳
建
の
編
纂
し
た
皇
明
通
紀
は
、
そ
の
後
も
明
朝
で
は
書
名
を
変
え
、
増
補
・
節
略
の
手
が
加
え
ら
れ
て
出
版
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
り
、
関
連
す
る
諸
本
は
、
現
時
点
で
の
調
査
で
も
二
十
種
を
上
回
る
。
そ
の
点
で
は
、
明
王
朝
に
よ
る
禁
書
指
定
の
効
力
は
ほ
と
ん
ど
持
続
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
よ
 
。
以
上
の
こ
と
は
、
明
末
の
沈
徳
符
に
よ
る
、
次
の
よ
う
な
指
摘
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
按
ず
る
に
、
此
の
書
は
俚
浅
舛
訛
一
な
ら
ず
し
て
足
る
、
但
だ
板
行
わ
れ
る
こ
と
已
に
久
し
、
向
來
俗
儒
浅
学
、
多
く
そ
の
略
を
 剽
 め
、
以
て
博
洽
か
す
な
る
を
誇
る
。
こ
こ
に
至
り
始
め
て
焚
毀
を
命
ぜ
ら
る
、
而
る
に
海
内
こ
れ
を
伝
誦
す
る
こ
と
故
の
如
き
な
り
。
近
日
復
た
重
刻
し
て
世
に
行
う
者
あ
り
。
其
の
精
工
な
る
こ
と
前
に
数
倍
、
乃
ち
蕪
陋
の
談
は
人
に
入
り
易
き
こ
と
此
く
の
如
き
を
知
 
。
禁
書
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
も
、
以
前
と
同
様
に
読
ま
れ
た
う
え
に
、
近
頃
で
は
さ
ら
に
精
巧
な
版
本
ま
で
出
回
る
始
末
で
あ
っ
た
と
い
う
。
沈
徳
符
は
万
暦
四
十
六
年
の
挙
人
で
、
野
獲
編
を
執
筆
し
て
い
た
の
は
万
暦
三
十
年
代
で
あ
 
。
　
ま
た
崇
禎
年
間
に
出
版
さ
れ
た
『
皇
明
通
紀
輯
要
』
に
収
め
る
馬
晋
允
「
皇
明
通
紀
凡
例
」
に
は
、
明
末
に
お
け
る
皇
明
通
紀
の
普
及
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。
皇
明
通
紀
の
坊
刻
十
數
種
有
り
、
洪
武
よ
り
起
し
正
徳
に
至
る
ま
で
は
大
約
多
く
陳
東
莞
を
宗
と
す
、
こ
れ
を
綱
目
す
る
も
の
は
従
信
録
な
り
。
こ
れ
を
増
訂
す
る
も
の
は
法
伝
録
な
り
。
今
二
書
、
皆
世
に
行
わ
る
、
然
れ
（
　
）
111る
（
　
）
112う
（
　
）
113る
（
　
）
114る
ど
も
從
信
（
録
）
は
事
失
実
多
し
、
法
伝
（
録
）
は
文
俗
に
し
て
未
だ
調
わ
ず
、
年
拘
し
時
に
怯
す
、
勢
と
し
て
衆
を
憚
り
私
を
蔽
い
、
遂
に
黒
白
混
淆
、 淑
慝
 紛
乱
す
。
世
に
識
有
る
者
必
ず
穢
史
を
以
て
こ
れ
を
目
 
。
よ
し
あ
し
坊
刻
に
よ
る
皇
明
通
紀
の
出
版
は
、
馬
晋
允
が
確
認
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
十
数
種
が
出
版
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、『
皇
明
従
信
録
』
と
『
皇
明
法
伝
録
』
が
そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
失
実
」「
文
俗
」
な
ど
の
点
で
こ
れ
ら
二
書
に
対
し
て
の
「
 穢
史
 」
と
い
う
識
者
の
認
識
を
紹
介
し
わ
い
し
て
い
る
。
し
か
し
、
新
た
に
馬
晋
允
に
よ
っ
て
増
訂
出
版
さ
れ
る
『
皇
明
通
紀
輯
要
』
も
、「
野
史
」
と
い
う
点
で
は
、
本
質
的
に
変
わ
り
は
な
い
。
万
暦
年
間
の
「
本
朝
正
史
」
編
纂
事
業
が
頓
挫
 
、
ま
た
実
録
が
広
く
流
布
し
て
い
な
い
中
で
、
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
続
け
て
い
た
の
が
民
間
の
坊
刻
か
ら
次
々
と
出
版
さ
れ
る
皇
明
通
紀
と
そ
の
続
編
で
あ
っ
 
。
こ
れ
ら
の
続
編
の
あ
い
だ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
劣
が
競
い
合
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
び
に
か
え
て
　『
資
治
通
鑑
』
に
倣
っ
た
と
い
う
陳
建
の
皇
明
資
治
通
紀
の
編
纂
意
図
は
、
前
号
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
経
世
の
志
に
あ
っ
た
。
ま
た
前
述
し
た
『
皇
明
通
紀
輯
要
』
の
編
者
馬
晋
允
も
、
そ
の
序
文
「
皇
明
通
紀
序
」
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
編
纂
意
図
を
述
べ
て
い
る
。
晋
允
は
史
才
に
は
非
ず
、
ま
た
修
史
の
職
も
無
し
、
偶
た
ま
本
朝
ᯏ
ᯏ
編
年
紀
事
の
書
を
取
り
、
そ
の
次
序
を
攷
し
、
そ
の
繁
雑
を
 芟
 き
、
勝
国
至
正
の
の
ぞ
年
よ
り
熹
廟
升
遐
の
日
に
至
る
ま
で
、
巻
を
為
る
こ
と
二
十
有
四
あ
り
。
そ
の
間
の
詳
略
・
信
疑
、
敢
え
て
臆
に
 馮
 ら
ず
。
独
り
臣
僚
邪
正
の
故
に
よ
（
　
）
115す
（
　
）
116し
（
　
）
117た
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お
い
て
、
微
文
を
事
と
す
る
無
し
。
亦
た
こ
の
書
を
観
る
者
を
し
て
、
某
や
徳
望
隆
ん
な
り
、
某
や
猷
略
著
わ
る
、
某
は
忠
に
し
て
患
に
罹
る
も
終
に
表
 
を
蒙
む
る
、
某
は
 慝
 に
し
て
寵
栄
し
卒
に
削
奪
せ
ら
る
に
至
る
。
よ
こ
し
ま
生
歿
褒
譏
の
間
、
邪
正
の
 
以
て
分
つ
な
り
。
正
人
と
為
る
を
学
び
、
邪
党
と
為
る
を
戒
し
む
。
以
て
聖
明
を
翊
賛
し
、
大
難
を
摧
夷
す
る
に
お
い
て
、
豈
に
惟
だ
に
国
家
の
 禎
 は
ま
た
孔
子
の
徒
の
み
な
ら
ん
や
。
然
れ
ど
さ
い
わ
い
も
孔
子
は
衰
世
に
処
す
、
而
し
て
吾
が
党
は
盛
治
を
覩
る
、
故
に
春
秋
猶
お
並
び
に
罪
を
知
る
と
言
う
が
ご
と
 
。
馬
晋
允
も
ま
た
修
史
の
任
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
元
末
至
正
年
間
か
ら
天
啓
年
間
に
い
た
る
ま
で
の
本
朝
（
明
朝
）
の
歴
史
を
叙
述
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
正
邪
の
謀
を
明
ら
か
に
し
、
聖
明
の
世
を
翼
賛
し
て
大
難
を
打
ち
砕
き
平
ら
げ
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
、「
草
茅
の
臣
、
時
忌
を
識
ら
ず
、
そ
の
大
端
を
挙
ぐ
る
れ
ば
、
闕
漏
す
る
と
こ
ろ
多
し
。
要
は
是
非
に
お
い
て
帰
す
る
有
り
、
芻
言
の
採
る
可
く
ん
ば
、
譏
を
当
世
に
取
る
と
雖
も
、
惜
し
む
る
勿
き
と
こ
ろ
な
り
」
と
著
述
に
あ
た
っ
て
の
気
概
を
表
白
し
て
い
る
。
陳
建
と
馬
晋
允
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
一
介
の
在
野
の
士
と
い
え
ど
も
強
く
意
識
し
て
い
た
経
世
の
志
で
あ
っ
た
。
　
と
は
い
え
、
版
を
重
ね
て
出
さ
れ
た
皇
明
通
紀
と
そ
の
続
編
が
明
末
の
社
会
で
広
く
受
容
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
編
纂
者
の
意
図
と
は
一
応
切
り
離
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
と
に
孟
森
は
、
陳
建
の
『
皇
明
通
紀
』
が
科
挙
を
受
験
す
る
士
人
た
ち
が
試
験
場
で
課
さ
れ
る
時
務
策
に
備
え
る
た
め
の
書
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
 
。
　
前
号
の
註
（
　
）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
摘
星
楼
刻
本
『
新
 
官
板
音
釋
標
11
題
皇
明
通
紀
』
に
載
せ
る
「
凡
例
」
で
は
、
嘉
靖
原
刻
本
の
「
皇
明
通
紀
凡
例
」
（
　
）
118し
（
　
）
119る
の
第
七
項
目
の
み
以
下
よ
う
な
別
の
一
文
に
替
え
て
い
る
。
一
つ
、
韓
子
云
う
な
ら
く
、「
人
は
古
今
に
通
ぜ
ず
、
馬
牛
に
し
て
襟
裾
す
」
と
。
今
の
学
者
博
古
或
い
は
こ
れ
有
ら
ん
、
而
し
て
今
に
通
ず
る
は
殆
ん
ど
鮮
な
し
、
群
り
集
ま
り
 
れ
て
統
無
き
を
以
て
、
考
索
惟
れ
艱
き
な
り
。
今
繁
を
 芟
 き
会
要
し
、統
べ
て
此
の
紀
を
為
る
。 庶
 わ
く
は
士
子
の
ぞ
 
こ
い
ね
が
今
の
略
に
通
ず
る
に
便
な
ら
ん
こ
と
を
、
工
拙
は
計
る
に
暇
あ
ら
ず
と
か
云
 
。
南
京
の
摘
星
楼
が
入
れ
替
え
た
凡
例
の
一
項
に
記
さ
れ
た
「
多
少
雑
で
は
あ
る
も
の
の
読
書
人
が
当
世
に
通
ず
る
た
め
虎
の
巻
」
と
い
う
触
れ
込
み
は
、
ま
さ
に
明
初
以
来
国
子
監
が
置
か
れ
、
士
人
た
ち
が
蝟
集
す
る
副
都
南
京
の
書
肆
な
ら
で
は
の
販
売
戦
略
を
示
し
て
い
る
。
　
ま
た
書
林
大
来
堂
の
沈
國
元
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
皇
明
従
信
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
の
封
面
に
載
せ
る
坊
刻
の
 広
 告
 文
 も
、
こ
う
し
た
販
売
コ
 
ピ
 
ー
戦
略
を
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
て
い
る
。
前
刻
、
賈
人
稿
を
匿
す
に
因
り
、
字
句
訛
多
し
。
茲
に
復
た
力
め
て
前
弊
を
 矯
 し
、増
訂
允
当
、写
刻
は
端
工
な
り
、加
る
に
万
暦
盛
事
を
以
て
す
。真
た
だ
に
攷
政
の
金
鏡
、
後
塲
の
笥
庫
な
 
。
「
攷
政
之
金
鏡
」、
す
な
わ
ち
政
治
の
在
り
方
を
洞
察
す
る
鑑
と
並
ん
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
後
塲
之
笥
庫
」
と
は
、
試
験
場
で
役
立
つ
宝
庫
の
意
で
あ
ろ
う
。
坊
刻
は
封
面
で
、
科
挙
の
受
験
参
考
書
、
す
な
わ
ち
挙
業
書
と
し
て
も
読
ま
れ
る
べ
き
こ
と
を
宣
伝
し
て
い
 
。
比
較
的
安
価
で
知
ら
れ
る
建
陽
の
書
林
で
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
皇
明
通
紀
が
版
を
重
ね
た
の
も
、
そ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
崇
禎
年
間
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
皇
明
十
六
朝
広
彙
紀
』
を
始
め
（
　
）
120う
（
　
）
121り
（
　
）
122た
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み
ち
み
だ
と
す
る
続
編
で
は
、
と
り
わ
け
天
啓
年
間
の
記
述
に
多
く
の
紙
幅
を
割
く
よ
う
に
な
る
。
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
天
啓
・
崇
禎
年
間
は
、
魏
忠
賢
と
東
林
党
の
対
立
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
党
派
的
政
争
の
先
鋭
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
続
編
の
出
版
は
、
か
か
る
政
治
的
対
立
を
反
映
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
の
み
に
留
め
て
ひ
と
ま
ず
筆
を
擱
き
た
い
。
註（　
）『
皇
明
歴
朝
資
治
通
紀
』
四
十
二
巻
本
、「
皇
明
通
紀
凡
例
」、
43　　
ａ
　
建
輯
通
紀
將
就
梓
、
或
 
曰
、
我
朝
國
史
實
録
、
皆
緘
之
蘭
臺
石
室
、
惟
翰
苑
諸
公
僅
僅
見
之
、不
傳
于
天
下
也
。
百
餘
年
來
、學
士
大
夫
無
敢
議
及
此
者
。
子
草
莽
、 
 
職
非
太
史
、
冒
爾
欲
爲
而
欲
傳
之
、
古
有
其
倫
耶
。
否
且
渉
不
 
。
ｂ
　
愚
應
曰
、
稽
古
有
之
矣
。
班
固
作
漢
書
、
坐
事
没
未
就
。
和
帝
詔
固
女
弟
曹
壽
妻
昭
踵
而
成
之
。
孫
盛
作
晉
春
秋
直
書
時
事
、
雖
桓
温
之
權
不
悚
焉
。
宋
知
雙
流
縣
李
燾
初
繼
司
馬
光
作
宋
百
官
表
、 
求
正
史
實
録
、
旁
采
家
集
野
史
、
起
建
隆
迄
靖
康
、
凡
九
十
巻
。
翰
林
學
士
周
麟
之
言
于
高
宗
皇
帝
、
詔
給
筆
札
録
付
史
館
。
既
而
燾
復
倣
資
治
通
鑑
例
、 
括
前
書
、
爲
續
通
鑑
長
編
、
自
上
之
于
朝
。
三
氏
之
作
、
皆
當
國
家
中
葉
、
當
時
朝
廷
皆
樂
覩
其
成
、
未
嘗
以
爲
嫌
也
。區
區
通
紀
殆
三
氏
之
遺
矩
乎
。ｃ
　
且
我
朝
國
史
實
録
之
不
傳
于
天
下
也
、
非
不
欲
傳
也
。
以
巻
帙
繁
多
、
謄
寫
惟
艱
、
欲
傳
而
不
易
也
。
以
禁
閣
嚴
邃
、
外
人
罕
至
、
欲
傳
而
不
能
也
。
ｅ
　
雖
然
亦
有
傳
之
者
矣
。
如
大
明
會
典
・
皇
明
政
要
・
五
倫
書
・
開
國
功
臣
録
・
殿
閣
詞
林
記
・
雙
槐
歳
抄
・
餘
冬
序
録
所
載
、
皆
無
非
本
之
實
録
也
。
如
三
朝
聖
諭
録
・
天
順
日
録
・
名
臣
言
行
録
・
經
濟
録
・
守
溪
長
語
・
孤
樹
 
談
之
類
、
則
又
無
非
與
國
史
實
録
相
爲
表
裏
、
而
猶
或
足
以
補
國
史
之
所
未
備
者
也
。
是
諸
書
固
已
播
之
天
下
、
但
以
各
爲
義
例
、
散
出
無
統
、
令
學
者
艱
于
考
索
貫
通
耳
。
ｆ
　
故
今
此
紀
特
倣
通
鑑
長
編
之
遺
、
起
自
國
初
迄
于
正
徳
、
芟
繁
會
要
、
萃
次
成
編
。
于
以
敘
述
鋪
張
我
祖
宗
列
朝
之
俊
徳
神
功
鴻
休
盛
烈
、 
謨
遠
猷
良
法
美
意
、
以
昭
示
天
下
來
世
。
而
大
意
則
欲
奕
世
聖
子
神
孫
、
縄
祖
武
監
成
憲
、
振
因
循
玩
 
之
弊
、
爲
先
甲
後
甲
之
圖
、
以
保
鴻
業
於
億
萬
斯
年
之
永
、
斯
固
體
國
愛
君
。
憂
時
察
治
、
君
子
之
所
欲
聞
、
而
何
不
 
之
有
。
ｇ
　
或
曰
、
李
燾
長
編
嘗
上
之
朝
矣
。
子
盍
併
歩
其
武
耶
。
曰
仕
止
殊
也
。
燾
之
上
之
朝
也
、
以
當
仕
也
。
愚
家
食
久
矣
、
身
既
隱
矣
。
焉
用
文
之
。
且
年
埀
耳
順
、
衰
病
之
餘
、
首
丘
 
 
、
尚
奚
以
爲
、
尚
奚
以
爲
、
聊
記
其
語
、
以
 
觀
者
。
　
　
こ
の
凡
例
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
本
『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
文
字
の
異
同
と
誤
字
が
間
々
見
ら
れ
る
。
（
　
）
嘉
靖
帝
が
皇
史
 
の
建
設
を
命
じ
た
の
は
、
嘉
靖
十
三
年
七
月
の
こ
と
で
十
五
44年
七
月
に
完
成
し
た
。『
明
世
宗
実
録
』
巻
一
六
五
、
嘉
靖
十
三
年
七
月
丁
丑
、
巻
一
八
九
、
嘉
靖
十
五
年
七
月
戊
寅
の
条
。
（
　
）『
晋
書
』
巻
八
二
、
孫
盛
伝
に
、「
著
魏
氏
春
秋
・
晉
陽
秋
、
并
造
詩
賦
論
難
復
45數
十
篇
。
晉
陽
秋
詞
直
而
理
正
、
咸
稱
良
史
焉
。」
と
あ
る
。
（
　
）
以
上
の
書
名
の
著
者
名
等
は
、
四
十
二
巻
本
に
載
せ
る
「
採
拠
書
目
」
な
ど
に
46よ
り
補
っ
た
。
（
　
）
清
初
の
黄
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』（
瞿
鳳
起
・
潘
景
鄭
整
理
、
上
海
古
籍
出
版
47社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
も
、
こ
の
版
本
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
（
　
）
杜
信
孚
『
明
代
版
刻
綜
録
』
第
四
巻
、
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
三
年
48に
は
、「
新
刊
校
正
皇
明
資
治
通
紀
十
四
巻
　
明
陳
建
撰
　
明
嘉
靖
三
十
四
年
陳
建
刊
」
と
著
録
し
て
い
る
。
そ
の
所
蔵
先
を
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
嘉
靖
原
刻
本
で
な
い
こ
と
は
先
に
考
察
を
加
え
た
。
（
　
）
巻
一
に
「
粤
濱
逸
史
清
瀾
釣
叟
臣
東
莞
陳
建
輯
著
／
金
陵
　
摘
星
樓
　
 
梓
」
49と
あ
る
。
た
だ
し
、
十
巻
末
刊
記
に
は
「
陳
建
著
刊
」
と
あ
り
家
刻
本
と
解
さ
れ
る
表
現
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
者
の
記
載
に
従
う
。『
東
京
大
学
総
合
図
書
館
漢
籍
目
録
』
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
五
頁
で
「
萬
暦
中
東
莞
陳
氏
據
嘉
靖
三
十
四
年
金
陵
摘
星
楼
刊
本
重
刊
」
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
（
　
）『
関
西
大
学
所
蔵
内
藤
文
庫
漢
籍
古
刊
古
鈔
目
録
』
四
九
頁
、
関
西
大
学
図
書
館
、
50一
九
八
六
年
。
― 125 ―
（
　
）
磯
部
彰
『「
西
遊
記
」
形
成
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
九
三
年
、
三
九
〇
～
51一
頁
に
は
、
封
面
に
「
官
板
」
を
標
榜
し
た
刊
本
と
し
て
、『
医
学
綱
目
』（
内
閣
文
庫
蔵
本
）、『
新
刻
出
像
官
板
大
字
西
遊
記
』（
台
湾
故
宮
博
物
院
図
書
館
蔵
本
・
天
理
図
書
館
蔵
本
）、『
重
刻
校
正
増
補
官
板
武
経
総
要
』（
加
賀
市
立
図
書
館
聖
藩
文
庫
蔵
本
）の
三
種
を
紹
介
し
て
い
る
。前
者
二
例
は
金
陵
南
京
の
世
徳
堂（
唐
氏
）、
後
者
一
例
も
同
じ
く
金
陵
の
富
春
堂
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。皇
明
通
紀
十
巻
本
も
ま
た
南
京
の
坊
刻
で
あ
り
、
南
京
の
坊
刻
が
よ
く
用
い
た
こ
と
が
判
る
。
（
　
）
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
や
天
理
図
書
館
所
蔵
本
に
も
、
同
様
な
「
官
板
皇
明
52通
紀
」
の
題
簽
を
付
綴
し
て
い
る
。『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
　
和
漢
書
之
部
　
第
四
』
一
九
九
八
年
、
二
〇
四
頁
参
照
。
（
　
）『
明
神
宗
実
録
』
巻
二
、
隆
慶
六
年
六
月
甲
子
、
53  　
 上
即
位
。（
中
略
）。
出
御
中
極
殿
朝
百
官
、
改
明
年
爲
萬
暦
元
年
、
大
赦
。
詔
曰
（
中
略
）
其
以
明
年
爲
萬
暦
元
年
、
與
民
更
始
。
所
有
合
行
事
宜
、
開
列
于
後
。
（
下
略
）。
（
　
）
崇
禎
『
烏
程
県
志
』
巻
七
、
54  　
凌
稚
隆
、
號
磊
泉
。
承
先
世
家
學
、
篤
於
典
故
、
所
輯
有
史
記
・
漢
書
評
林
、
左
傳
評
林
測
義
、
五
車
罰
瑞
等
行
世
。
（
　
）『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
浙
江
省
巻
、
呉
興
県
。
55
（
　
）
崇
禎
『
烏
程
県
志
』
巻
六
、
科
第
、
丙
辰
、
凌
迪
知
。
56
（
　
）
封
面
の
み
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
大
学
の
大
塚
57秀
高
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
（
　
）
当
該
書
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
呉
金
成
教
授
の
協
力
を
得
た
。
58
（
　
）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
所
蔵
本
は
十
巻
本
で
続
紀
三
巻
は
な
い
。
沈
津
59著
『
美
国
哈
佛
大
学
哈
佛
燕
京
図
書
館
中
文
善
本
書
誌
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
三
四
頁
に
よ
れ
ば
、「
此
書
應
有
《
續
紀
》
三
巻
、
今
佚
」
と
あ
る
。
（
　
）
前
註
（
　
）
沈
津
著
書
に
よ
れ
ば
、
南
京
図
書
館
に
所
蔵
す
る
重
刻
校
正
増
補
60
59
×
十
巻
本
は
、
一
四
行
 
三
〇
字
で
こ
れ
に
近
い
が
、
未
見
で
あ
る
。
（
　
）
杜
信
孚
『
明
代
版
刻
綜
録
』
第
四
巻
、
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
三
年
61に
は
、「
新
刊
校
正
皇
明
資
治
通
紀
十
四
巻
　
明
陳
建
撰
　
明
嘉
靖
三
十
四
年
陳
建
刊
」
と
著
録
し
て
い
る
。
そ
の
所
蔵
先
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
嘉
靖
原
刻
本
で
な
い
こ
と
は
先
に
考
察
を
加
え
た
。
（
　
）『
中
国
古
籍
善
本
書
目
・
史
部
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
五
九
62頁
参
照
。
（
　
）『
中
国
人
民
大
学
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
同
古
籍
整
理
研
究
所
編
、
中
国
人
63民
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
三
九
頁
。
（
　
）
巻
十
一
の
巻
頭
に
は
、「
浙
歸
田
逸
叟
臣
袁
黄
補
著
」
と
あ
る
。
袁
了
凡
に
つ
64い
て
は
、
奥
崎
裕
司
『
中
国
郷
紳
地
主
の
研
究
』
第
二
章
　
袁
了
凡
伝
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
参
照
。
な
お
、
同
書
第
三
章
　
袁
氏
の
思
想
と
著
書
の
中
で
、
袁
黄
の
著
書
と
し
て
六
九
番
目
に
「
通
紀
統
宗
　
袁
黄
・
卜
大
有
等
輯
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
『
新
 
李
卓
吾
先
生
増
補
批
点
皇
明
正
続
合
併
通
紀
統
宗
』
の
こ
と
で
あ
る
。
（
　
）
一
九
九
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
台
湾
の
国
家
図
書
館
編
印
『
国
家
図
書
館
善
本
書
65志
初
稿
』
史
部
（
一
）
編
年
類
、
一
五
九
頁
に
は
「
明
末
葉
坊
刊
本
」
と
注
記
し
て
い
る
。
（
　
）
前
註
（
　
）
の
沈
津
著
『
美
国
哈
佛
大
学
哈
佛
燕
京
図
書
館
中
文
善
本
書
志
』
66
59
（
　
）『
明
神
宗
実
録
』
巻
三
六
九
、
万
暦
三
十
年
閏
二
月
乙
卯
、
67　　
禮
科
都
給
事
中
張
問
達
疏
劾
李
贄
、（
中
略
）
得
旨
、
李
贄
敢
倡
亂
道
惑
世
誣
民
、
便
令
厰
衞
・
五
城
、
嚴
拿
治
罪
。
其
書
籍
已
刊
未
刊
者
、
令
所
在
官
司
盡
搾
燒
燬
、
不
許
存
留
。
如
有
徒
黨
曲
庇
私
藏
、
該
科
及
各
有
司
訪
參
奏
來
、
並
治
罪
。
已
而
贄
逮
至
、
懼
罪
不
食
死
。
（
　
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
も
、
こ
の
『
皇
明
続
紀
』
一
帙
を
所
蔵
し
て
い
68る
。
（
　
）
中
国
公
共
図
書
館
古
籍
文
献
珍
本
匯
刊
所
収
の
『
皇
明
資
治
通
紀
三
種
』
中
華
69全
国
図
書
館
文
献
縮
微
復
制
中
心
、
一
九
九
七
年
は
、
湖
北
省
図
書
館
所
蔵
本
の
影
印
で
あ
る
。
（
　
）
万
暦
『
秀
水
県
志
』
巻
五
、
選
挙
・
科
第
、
お
よ
び
巻
六
、
人
物
・
宦
績
、
卜
70大
同
伝
。
（
　
）
台
北
の
広
文
書
局
が
一
九
七
二
年
に
影
印
し
た
『
皇
明
通
紀
述
遺
』
は
、
こ
の
71万
暦
刊
本
で
あ
る
。
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（
　
）『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
浙
江
省
巻
、
秀
水
県
・
卜
世
昌
に
、「
皇
明
通
紀
述
72遺
、（
中
略
）
該
書
書
衣
刻
卜
世
昌
識
語
八
行
、
稱
「
間
與
同
志
屠
生
輩
、
參
質
疑
信
、
積
久
成
帙
、
付
之
剞
厥
。』
云
云
」
と
あ
る
。
（
　
）
註
（
２
）
前
掲
の
石
洪
運
「
皇
明
資
治
通
紀
三
種
影
印
　
前
言
」
参
照
。
73
（
　
）『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
浙
江
省
巻
、
嘉
興
県
で
は
、
大
来
堂
（
沈
國
元
）
74の
刻
書
と
し
て
「
皇
明
資
治
通
紀
三
十
巻
、
明
陳
建
編
。
明
萬
 歴
 浙
江
省
嘉
興
縣
マ
マ
書
林
沈
國
元
大
來
堂
刊
本
」
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
市
村
文
庫
本
で
は
、「
校
正
」
者
に
沈
國
元
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
刻
書
者
の
確
認
は
取
れ
て
な
い
。『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
古
籍
善
本
書
目
』
で
は
、
「
明
末
蘇
州
刻
本
」
と
し
て
い
る
の
は
、
巻
之
一
、
第
一
葉
の
版
心
に
「
呉
門
姚
可
達
書
」
と
あ
る
の
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
　
）
北
京
図
書
館
所
蔵
の
三
十
巻
本
に
は
隆
慶
六
年
ま
で
の
記
事
を
含
む
こ
と
か
ら
、
75『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
一
九
八
七
年
、
二
九
〇
頁
で
、
こ
れ
を
「
明
嘉
靖
内
府
刻
本
」
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
（
　
）
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
の
『
皇
明
資
治
通
紀
』
三
十
巻
本
は
、
北
京
師
範
大
学
76図
書
館
所
蔵
本
を
影
印
し
て
い
る
。
（
　
）『
皇
明
資
治
通
紀
』
凡
例
、
77　　
一
編
合
、
舊
本
正
編
之
外
、
巻
各
有
述
遺
、
其
文
毎
渉
繁
蕪
可
厭
。
抑
且
同
是
歳
月
、
而
令
人
前
後
翻
閲
尋
索
、
不
得
快
一
時
之
觀
、
用
是
稍
 
潤
其
事
、
因
其
年
月
而
編
入
之
。
覧
者
庶
幾
稱
便
焉
。
（
　
）
崇
禎
『
嘉
興
県
志
』
巻
一
三
、
人
物
志
・
郷
達
、
岳
元
聲
伝
。
78
（
　
）『
皇
明
資
治
通
紀
』
凡
例
、
79  一
因
述
、
皇
明
典
故
諸
書
垂
刻
者
、
無
慮
數
十
種
、
而
獨
東
莞
陳
公
所
輯
通
紀
、
爲
海
内
宗
寶
、 
非
載
録
近
信
、
是
非
近
公
、
文
義
近
簡
暢
歟
。
故
茲
刻
多
仍
原
本
、
無
敢
師
心
 
削
。
（
　
）
繆
咏
禾
『
明
代
出
版
史
稿
』
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
の
第
一
四
、
明
80代
出
版
人
物
。『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
浙
江
省
巻
、
嘉
興
県
。
（
　
）
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
の
『
皇
明
従
信
録
』
四
十
巻
本
は
、
北
京
図
書
館
所
蔵
81本
を
影
印
し
て
い
る
。
（
　
）
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
の
『
両
朝
従
信
録
』
三
十
五
巻
は
、
北
京
図
書
館
所
蔵
82
本
を
影
印
し
て
い
る
。
ま
た
『
続
修
四
庫
全
書
』
に
も
、
上
海
図
書
館
所
蔵
本
の
影
印
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
　
）
清
華
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、「
六
合
徐
氏
孫
麒
珍
蔵
書
畫
印
」、「
孫
麒
氏
83使
東
所
得
」、「
上
條
氏
家
蔵
圖
書
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
孫
麒
は
、
清
末
の
徐
 
の
子
承
祖
の
字
で
、
第
三
代
の
駐
日
公
使
を
勤
め
る
傍
ら
、
古
書
蒐
集
に
熱
意
を
燃
や
し
た
と
い
う
か
ら
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
彼
に
よ
っ
て
中
国
に
買
い
戻
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
陳
捷
『
明
治
前
期
日
中
学
術
交
流
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
の
第
二
章
　
清
国
公
使
館
の
訪
書
活
動
参
照
。
た
だ
「
上
條
氏
家
蔵
圖
書
」
の
蔵
書
印
は
、
渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
編
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
日
本
書
誌
学
大
系
七
九
、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
一
年
に
も
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
詳
で
あ
る
。
（
　
）『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
封
面
、
84　  通
紀
一
書
記
我
朝
之
事
實
、
載
列
聖
之
盛
績
、
誠
萬
世
之
龜
鑑
也
。
本
堂
敬
求
而
刻
之
、
使
人
知
所
遵
守
焉
。
所
刊
精
緻
、
與
四
方
原
板
甚
異
。
海
内
君
子
當
以
隻
目
看
之
。　
謹
識
。
（
　
）
な
お
、『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
一
九
七
五
年
の
三
三
頁
で
は
、
85「
萬
暦
三
十
八
年
據
萬
暦
十
四
年
序
刊
皇
明
資
治
通
紀
大
全
重
刊
」
と
記
し
て
い
る
が
、
万
暦
十
四
年
序
を
も
つ
「
皇
明
資
治
通
紀
大
全
」
の
存
在
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
ず
、本
文
に
述
べ
た
よ
う
に『
皇
明
資
治
典
則
』を
も
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
　
）
謝
水
順
・
李
 
『
福
建
古
代
刻
書
』
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
た
だ
86し
、
該
書
に
掲
げ
る
「
劉
氏
安
正
堂
刻
書
一
覧
表
」
に
は
、
こ
の
『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
十
一
巻
を
載
せ
て
い
な
い
。
（
　
）
中
国
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
の
巻
一
巻
首
題
と
巻
末
刊
記
の
書
影
が
、
周
心
慧
87主
編
『
明
代
版
刻
図
釈
』
第
二
冊
、
学
苑
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
四
〇
一
、
四
〇
二
頁
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
勝
村
哲
也
編
『
中
国
版
刻
図
録
』
朋
友
書
店
、
一
九
八
三
年
覆
刊
、
図
版
四
四
九
・
四
五
〇
に
も
同
じ
書
影
を
載
せ
て
い
る
。
原
刊
本
は
、北
京
図
書
館
編
増
訂
本
で
文
物
出
版
社
か
ら
一
九
六
一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
（
　
）
た
だ
し
、
北
京
大
学
図
書
館
本
は
、
十
一
巻
本
で
あ
る
。
88
（
　
） こ
の
永
慶
堂
が
万
暦
二
十
二
年
に
刊
行
し
た
陳
建
撰『
鐫
品
隲
皇
明
資
治
紀
鈔
』
89十
巻
が
広
東
の
中
山
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
未
見
。
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さ
い
（
　
）『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
福
建
省
巻
、
建
陽
県
に
、「
王
渭
　
皇
明
典
要
八
巻
90　
明
陳
建
撰
。
萬
 歴
 福
建
省
建
陽
書
林
王
渭
刊
本
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
で
マ
マ
述
べ
た
よ
う
に
「
神
宗
顕
皇
帝
」
部
分
を
も
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
萬
 歴
 」
刊
マ
マ
本
と
す
る
の
は
や
や
問
題
が
あ
る
。
（
　
）
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
の
『
皇
明
典
要
』
は
、
北
京
師
範
大
学
図
書
館
所
蔵
本
91を
影
印
し
て
い
る
。
（
　
）『
関
西
大
学
所
蔵
内
藤
文
庫
漢
籍
古
刊
古
鈔
目
録
』
関
西
大
学
図
書
館
、
一
九
92八
六
年
、
五
〇
頁
。
（
　
）
王
雲
五
の
景
印
岫
廬
現
蔵
罕
傳
善
本
叢
刊
に
収
め
る
台
北
商
務
印
書
館
影
印
本
93『
皇
明
紀
要
』
三
冊
本
は
、
崇
禎
六
年
刊
本
を
用
い
た
と
し
て
い
る
。
（
　
）『
明
史
』
巻
二
八
八
、
文
苑
伝
四
。
94
（
　
）
遼
寧
省
図
書
館
・
吉
林
省
図
書
館
・
黒
龍
江
省
図
書
館
編
『
東
北
地
区
古
籍
線
95裝
書
聯
合
目
録
』
遼
海
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。
（
　
）
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
の
『
皇
明
十
六
朝
広
彙
紀
』
は
、
北
京
師
範
大
学
図
書
96館
所
蔵
本
を
影
印
し
て
い
る
。
（
　
）『
明
史
』
巻
二
八
三
、
鄒
守
益
附
伝
。
江
西
の
吉
安
府
安
福
県
の
人
、
万
暦
十
97四
年
進
士
で
あ
る
。
魏
忠
賢
の
生
祠
建
設
に
反
対
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
（
　
）『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
江
蘇
省
書
林
巻
、
金
陵
。
98
（
　
）
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
の
『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
実
紀
』
は
、
北
99京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
影
印
し
て
い
る
。
（
　
）「
皇
明
実
紀
総
例
」、
100　　
一
是
録
、
即
東
莞
倣
司
馬
資
治
、
自
洪
（
武
）
永
（
樂
）
迄
嘉
（
靖
）
隆
（
慶
）、
闡
揚
皆
關
大
政
、
更
參
從
信
（
録
）・
廣
彙
（
紀
）、
増
補
三
朝
大
全
、
倶
二
祖
十
四
宗
。
嘉
言
善
政
、
昭
彰
史
册
。
間
如
細
故
煩
文
、
雖
工
弗
録
。
（
　
）
上
海
図
書
館
所
蔵
本
は
、
巻
十
三
（
二
葉
の
み
）
と
巻
十
四
（
七
葉
）、
巻
十
101五
か
ら
な
る
残
欠
本
で
あ
る
。
（
　
）『
皇
明
通
紀
法
伝
全
録
』
高
汝
 
「
皇
明
法
伝
序
」、
102　　
是
以
陳
東
 
 
　
編
其
要
、
爲
皇
明
通
紀
若
干
巻
、
而
臣
 
因
増
訂
之
、
爲
法
傳
録
。
マ
マ
（
　
）
続
修
四
庫
全
書
所
収
の
『
皇
明
通
紀
法
伝
全
録
』
は
、
浙
江
図
書
館
所
蔵
本
を
103影
印
し
て
い
る
。
（
　
）
井
上
進
編
『
三
重
県
公
藏
漢
籍
目
録
』
一
九
九
六
年
、
四
〇
頁
に
は
、
桑
名
市
104立
図
書
館
秋
山
文
庫
所
蔵
の
二
十
八
巻
本
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
る
。
（
　
）
香
港
中
文
大
学
図
書
館
系
統
編
『
香
港
中
文
大
学
図
書
館
古
籍
善
本
書
録
』
中
105文
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。
（
　
）『
明
史
』
巻
二
八
八
、
文
苑
伝
四
、
董
其
昌
伝
、「
天
啓
二
年
擢
本
寺
卿
、
兼
侍
106讀
學
士
。
時
修
神
宗
實
録
、
命
往
南
方
採
輯
先
朝
章
疏
及
遺
事
、
其
昌
廣
捜
博
徴
、
録
成
三
百
本
。」『
万
暦
起
居
注
』
万
暦
二
十
二
年
三
月
十
二
日
の
条
。
（
　
）
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
の
『
皇
明
通
紀
集
要
』
は
、
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
107を
影
印
し
て
い
る
。
（
　
）『
江
南
通
志
』
巻
一
六
四
、
人
物
・
儒
林
二
、
徽
州
府
「
江
旭
奇
、
字
舜
升
、
108 
源
人
。
補
諸
生
入
太
學
。（
中
略
）
仕
爲
安
岳
丞
。
所
著
有
續
皇
明
通
紀
、
筆
花
齋
集
、
漢
魏
春
秋
等
書
」。
朱
彝
尊
『
経
義
考
』
巻
九
二
、
書
二
一
。 
 
（
　
）
孟
森
「
書
明
史
鈔
略
」『
明
清
史
論
著
集
刊
』
上
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
。
109傅
玉
璋
・
傅
王
『
明
清
史
学
史
』
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
も
、
そ
の
成
書
を
明
代
で
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、清
初
に
は
禁
書
の
取
締
り
が
ま
だ
緩
や
か
で
あ
っ
た
の
で
、遼
東
関
係
の
内
容
も
詳
し
く
記
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
誤
り
を
重
ね
て
い
る
。
（
　
）
朱
汝
珍
『
詞
林
輯
略
』
巻
一
、
順
治
十
五
年
戊
戌
科
、
馬
晋
允
。
110
（
　
）『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
上
海
市
巻
、
華
亭
県
も
、
宝
日
堂
が
出
版
し
た
『
皇
111明
通
紀
輯
要
』
二
十
四
巻
に
つ
い
て
、「
明
陳
建
輯
、
馬
晉
允
増
訂
、
明
崇
禎
華
亭
縣
張
 
刊
本
」
と
注
記
し
て
い
る
。
（
　
）
明
朝
滅
亡
後
、
清
朝
が
成
立
し
て
か
ら
も
、
陳
建
の
通
紀
を
受
け
継
ぎ
南
明
政
112権
ま
で
を
新
た
に
含
め
た
歴
史
書
が
出
版
さ
れ
続
け
た
。
清
初
刻
本
の
王
世
貞
撰
・
〔
清
〕
王
汝
南
補
『
新
刻
明
朝
通
紀
会
纂
』
七
巻
（
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
山
東
図
書
館
所
蔵
本
影
印
）
や
順
治
刊
本
の
鍾
惺
撰
・〔
清
〕
王
汝
南
補
『
明
紀
編
年
』
十
二
巻
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
別
に
考
察
を
加
え
た
い
。
（
　
）『
万
暦
野
獲
編
』
巻
二
五
、
著
述
、「
焚
通
紀
」、
113 　
 按
、
此
書
俚
淺
舛
訛
不
一
而
足
、
但
板
行
已
久
、
向
來
俗
儒
淺
學
多
剽
其
略
、
以
誇
博
洽
。
至
是
始
命
焚
毀
、
而
海
内
之
傳
誦
如
故
也
。
近
日
復
重
刻
行
世
者
。
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其
精
工
數
倍
於
前
、
乃
知
蕪
陋
之
談
易
入
人
如
此
。
（
　
）
沈
徳
符
『
万
暦
野
獲
編
』「
万
暦
野
獲
編
序
」。
114
（
　
）『
皇
明
通
紀
輯
要
』、
馬
晋
允
「
皇
明
通
紀
凡
例
」、
115  　
皇
明
通
紀
坊
刻
有
十
數
種
、
起
洪
武
至
正
徳
大
約
多
宗
陳
東
莞
、
綱
目
之
者
從
信
録
也
。
増
訂
之
者
法
傳
録
也
。
今
二
書
、
皆
行
於
世
、
然
從
信
事
多
失
實
、
法
傳
文
俗
未
調
、
年
拘
時
怯
、
勢
憚
衆
蔽
私
、
遂
使
黒
白
混
淆
、
淑
慝
紛
亂
。
世
有
識
者
必
以
穢
史
目
之
。
（
　
）
李
小
林
『
万
暦
官
修
本
朝
正
史
研
究
』
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。
銭
116茂
偉
『
明
代
史
学
的
歴
程
』
第
十
三
章
　
万
暦
中
葉
的
本
朝
正
史
纂
修
活
動
。
（
　
）『
皇
明
通
紀
法
伝
録
』
呉
禎
「
法
伝
録
序
」、
117　　
我
朝
國
史
未
修
、
實
録
緘
史
 
不
傳
。（
中
略
）
而
熹
廟
實
録
未
成
、
神
祖
歴
年
多
事
繁
劇
、
固
未
有
編
年
 
括
者
。
此
傳
古
易
而
通
今
難
也
。
（
　
）
馬
晋
允
「
皇
明
通
紀
序
」、
118　　
晉
允
非
史
才
、
又
無
修
史
之
職
、
偶
取
本
朝
編
年
紀
事
之
書
、
攷
其
次
序
、
芟
其
繁
雜
、
自
勝
國
至
正
之
年
、
至
於
　
熹
廟
升
遐
之
日
、
爲
巻
二
十
有
四
。
其
間
詳
略
信
疑
、
不
敢
馮
臆
。
獨
於
臣
僚
邪
正
之
故
、
無
事
微
文
、
亦
使
觀
是
書
者
、
某
也
徳
望
隆
、
某
也
猷
略
著
、
某
忠
而
罹
患
、
終
蒙
表
 
、
某
慝
而
寵
榮
、
卒
至
削
奪
。
生
歿
褒
譏
之
間
、
邪
正
之
 
以
分
也
。
學
爲
正
人
、
戒
爲
邪
黨
、
於
以
翊
贊
聖
明
、
摧
夷
大
難
、
豈
惟
　
國
家
之
禎
、
亦
孔
子
之
徒
也
。
然
孔
子
處
衰
世
而
吾
黨
覩
盛
治
、
故
春
秋
猶
並
言
知
罪
。
而
草
茅
之
臣
、
不
識
時
忌
、
擧
厥
大
端
、
多
所
闕
漏
。
要
於
是
非
有
歸
、
芻
言
可
採
、
雖
取
譏
當
世
、
所
勿
惜
也
。
時
崇
禎
己
卯
秋
月
、
臣
馬
晉
允
謹
書
於
敬
日
堂
。
（
　
）
註
（
　
）
前
掲
の
孟
森
論
文
。
119
109
（
　
）『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』「
凡
例
」、
120　一
、
韓
子
云
、
人
不
通
古
今
、
馬
牛
而
襟
裾
。
今
學
者
博
古
或
有
之
、
而
通
今
殆
鮮
、
以
群
集
 
而
無
統
、
考
索
惟
艱
也
。
今
芟
繁
會
要
、
統
爲
此
紀
、
庶
便
士
子
通
今
之
略
、
工
拙
不
暇
計
云
。
（
　
）『
皇
明
従
信
録
』
の
封
面
に
は
、「
前
刻
因
賈
人
匿
稿
、
字
句
多
訛
。
茲
復
力
矯
121前
弊
、
増
訂
允
當
、
寫
刻
端
工
、
加
以
萬
暦
盛
事
。
真
攷
政
之
金
鏡
、
後
塲
之
笥
庫
也
。」
と
あ
る
。
（
　
）
同
じ
く
『
皇
明
従
信
録
』
の
「
従
信
録
総
例
」
に
も
「
凡
有
益
後
塲
・
経
濟
者
、
122全
取
節
録
、
或
擬
題
、
或
稽
引
、
展
書
確
有
準
據
、
豈
不
快
覧
也
哉
。」
と
あ
り
、
同
様
な
表
現
が
見
え
る
。
　
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
　
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」
の
計
画
研
究
「
中
国
明
清
両
王
朝
に
よ
る
『
国
史
』
の
編
纂
と
出
版
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
」（
平
成
十
三
～
十
六
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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図
５
　『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
巻
一
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
本
）
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図
８
　『
重
刻
校
正
増
補
皇
明
資
治
典
則
』
巻
一
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
図
７
　『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
封
面
（
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
内
藤
文
庫
本
）
図
６
　『
新
 
官
板
音
釋
標
題
皇
明
通
紀
』
巻
十
巻
末
刊
記
（
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
内
藤
文
庫
本
）
図
９
　『
重
刻
校
正
増
補
皇
明
資
治
典
則
』
封
面
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
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図
　
　『
重
刻
校
正
大
字
皇
明
資
治
通
紀
』巻
六（
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
所
蔵
本
）
12
図
　
　『
重
刻
校
正
大
字
皇
明
資
治
通
紀
』
巻
六
（
上
海
図
書
館
所
蔵
本
）
11
図
　
　『
重
刻
校
正
増
補
皇
明
資
治
典
則
』
陳
建
「
皇
明
典
則
序
」
末
葉
（
国
立
10
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
図
　
　『
新
 
李
卓
吾
先
生
増
補
批
点
皇
明
正
続
合
併
通
紀
統
宗
』
巻
一
（
台
湾
13
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
）
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図
　
　『
皇
明
資
治
通
紀
』
三
十
巻
本
の
巻
一
（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
市
17
村
文
庫
本
）
図
　
　『
皇
明
資
治
通
紀
』
十
四
巻
本
の
巻
一
（
中
国
公
共
図
書
館
古
籍
文
献
珍
16
本
匯
刊
所
収
、
湖
北
省
図
書
館
所
蔵
本
影
印
）
図
　
　『
新
 
李
卓
吾
先
生
増
補
批
点
皇
明
正
続
合
併
通
紀
統
宗
』
封
面
（
国
立
15
国
会
図
書
館
所
蔵
、
元
禄
九
年
京
都
林
九
兵
衛
翻
刻
本
）
図
　
　『
新
 
李
卓
吾
先
生
増
補
批
点
皇
明
正
続
合
併
通
紀
統
宗
』
巻
末
刊
記
14（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
元
禄
九
年
京
都
林
九
兵
衛
刊
本
）
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図
　
　『
皇
明
従
信
録
』
巻
一
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
本
）
19
図
　
　『
皇
明
従
信
録
』
封
面
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
本
）
20
図
　
　『
皇
明
資
治
通
紀
』
三
十
巻
本
の
巻
一
三
（
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
、
北
18
京
師
範
大
学
図
書
館
所
蔵
本
影
印
）
図
　
　『
両
朝
従
信
録
』
封
面
（
台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
）
21
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図
　
ａ
　『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
巻
末
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
）
25
図
　
　『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
封
面
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
）
24
図
　
　『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
陳
建
「
皇
明
通
紀
序
」
末
葉
（
台
湾
大
学
23
図
書
館
所
蔵
本
）
図
　
　『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
巻
一
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
）
22
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図
　
　『
新
 
鈔
評
校
正
標
題
皇
明
資
治
通
紀
』
封
面
（
東
洋
文
庫
所
蔵
本
）
27
図
　
　『
新
 
鈔
評
校
正
標
題
皇
明
資
治
通
紀
』
巻
一
（
東
洋
文
庫
所
蔵
本
）
26
図
　
ｂ
　『
新
 
校
正
標
題
皇
明
通
紀
』
巻
末
刊
記
（
東
洋
文
庫
所
蔵
本
）
25
図
　
　『
新
 
鈔
評
校
正
標
題
皇
明
資
治
通
紀
』
巻
末
刊
記
（
周
心
慧
主
編
『
明
28
代
版
刻
図
釈
』
所
収
、
中
国
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
影
印
）
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図
　
　『
皇
明
紀
要
』
八
巻
本
の
巻
一
（
景
印
岫
廬
現
蔵
罕
傳
善
本
叢
刊
所
収
）
30
図
　
　『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
実
紀
』
二
十
七
巻
本
の
巻
一
（
四
庫
32
禁
燬
書
叢
刊
所
収
、
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
本
影
印
）
図
　
　『
皇
明
十
六
朝
広
彙
紀
』
巻
一
（
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
、
北
京
師
範
大
31
学
図
書
館
所
蔵
本
影
印
）
図
　
　『
皇
明
典
要
』
八
巻
本
の
巻
一
（
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
所
収
、
北
京
師
範
大
29
学
図
書
館
所
蔵
本
影
印
）
― 137 ―
図
　
　『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
通
紀
』
二
十
七
巻
の
巻
一
（
慶
応
義
35
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
本
）
図
　
　『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
通
紀
』
二
十
三
巻
の
巻
四
（
台
湾
の
34 
国
家
図
書
館
所
蔵
本
）
図
　
　『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
実
紀
』
二
十
七
巻
本
の
封
面
（
国
立
33
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
本
）
図
　
　『
皇
明
二
祖
十
四
宗
増
補
標
題
評
断
通
紀
』
二
十
七
巻
の
封
面
（
慶
応
義
36
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
本
）
― 138 ―
図
　
　『
皇
明
通
紀
法
伝
全
録
』
巻
一
（
続
修
四
庫
全
書
所
収
、
浙
江
図
書
館
所
37
蔵
本
影
印
）
図
　
　『
皇
明
通
紀
輯
要
』
馬
晉
允
「
皇
明
通
紀
序
」
末
葉
（
東
洋
文
庫
所
蔵
、
40
朝
鮮
古
活
字
大
字
本
）
図
　
　『
皇
明
通
紀
輯
要
』
巻
一
（
東
洋
文
庫
所
蔵
、
朝
鮮
古
活
字
大
字
本
）
39
図
　
　『
皇
明
通
紀
集
要
』
巻
一
（
東
洋
文
庫
所
蔵
本
）
38
